
2024

vo l .47
3

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2024年2月20日発行（毎月20日発行）

Vol.47　2024年3月号 
ホームページ
随時更新中！！

LINEはじめました!!
友だち登録お願いします!

特 集
みんなの願い  交通安全
JA共済 小・中学生書道・交通安全ポスターコンクール

晴
れ
び
と
！

苦
労
を
重
ね〝
満
点
リ
ー
キ
〞

た
く
さ
ん
の
丸
を
届
け
た
い

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e



ここが好き！！
わが町 ふるさ

と

矢掛町立川面小学校

6 年生

妹尾 有里子 さん

6 年生

谷森 潤奈 さん

「自然豊かな矢掛町」
　みなさんは、矢掛町を知っていますか。矢掛町は、小田
川沿いの倉敷市真備町と井原市の間に位置する人口約1万
4千人の自然が豊かな落ち着いた町です。私の住む川面地
区はホタルが有名です。ホタルはきれいな水がある所にしか
生息できません。毎年、川面小学校では、ホタルの幼虫を
放流して大切に育てています。ホタルがたくさん飛んでいる
ところを見るとうれしくなります。暗い中、ホタルが飛んでい
る姿はとても幻想的です。夏は、青々とした田んぼが秋にな
ると一面黄金色に変わり、とても見ごとです。そのころにな
ると深緑だった山々も、紅葉して静かな冬がやって来ます。
四季折々の花々や生き生きとした虫や鳥。おいしい果物や野
菜がいっぱいあります。矢掛町はそんな町です。

「歴史的な文化が残った町」　
　みなさんは、矢掛町という町を聞いたことがありますか。矢掛
町は、江戸時代に宿場町として栄え、その当時の街並みが今で
も大事に残されています。町並みの中で、ひときわ目を引くのが
旧矢掛本陣石井家住宅です。これは参勤交代の時に大名が宿泊
されたお屋敷です。その参勤交代を再現して今でも毎年11月に
は「したにーしたに」という掛け声に合わせ、当時にタイムスリッ
プしたかのように総勢80人を超える行列がゆっくりと町を練り歩
く伝統行事があります。そして、毎年3月には、「宿場町やかげ
の流しびな」があります。これは、矢掛に春を告げる行事です。
人力車に乗ったあざやかな女びなを先頭に、町内の子どもも加
わった行列が練り歩きます。私は、たくさんの文化や歴史を身近
にふれることができる矢掛が大好きです。
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・
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・
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。
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で
部
会
で
は
２
０
２
１
年
に
知
名
度
向
上
を
目
指

し
、
同
町
産
リ
ー
キ
を「
満
点
リ
ー
キ
」と
名
付
け

ま
し
た
。「
満
点
」に
は
、
出
荷
時
期
が
12
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
と
受
験
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
り
、
切

り
口
が
年
輪
の
よ
う
に
輪
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
〇
、
満
点
を
目
指
し
て
ほ
し
い

と
の
気
持
ち
を
込
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
育
苗
期
の
高
温
と
植
え
付
け
か
ら
の
少

雨
の
影
響
で
、
出
荷
量
が
前
年
に
比
べ
減
少
し
ま

し
た
が
、
味
と
品
質
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
共

同
選
別
に
よ
っ
て
太
さ
・
重
さ
・
軟
白
部
分
の
長

さ
な
ど
の
品
質
を
厳
し
く
確
認
し
て
い
ま
す
。
規

格
を
揃
え
高
い
基
準
で
出
荷
す
る
こ
と
で「
満
点

リ
ー
キ
」の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
目
指
し
ま

す
。「
矢
掛
の
満
点
リ
ー
キ
を
地
元
を
は
じ
め
全
国

の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
髙
見
部
会
長

は
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
２
０
０
５
年
頃
、
数
名
の
生
産
者
が
栽
培

し
て
い
た「
矢
掛
町
産
リ
ー
キ
」。
当
初
は
苦

労
の
連
続
で
し
た
。
高
温
多
湿
に
弱
く
排
水

が
生
育
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
少
し
で
も

水
は
け
が
悪
い
と
軟
腐
病
が
発
生
し
葉
が
溶

け
て
し
ま
う
の
で
す
。
西
日
本
で
の
栽
培
実
績

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
リ
ー
キ
を
生
産
者
・
井

笠
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
・
全
農
・
Ｊ
Ａ
が

一
体
と
な
っ
て
栽
培
技
術
の
確
立
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
日
当
た
り
が
よ
く
、
深
い
耕
土
と
水
は
け
の
よ
い

ほ
場
を
好
む
リ
ー
キ
。
品
種
に
よ
っ
て
生
育
差
が

大
き
く
、
品
種
試
験
を
重
ね
病
気
に
強
く
味
の
よ

い「
ロ
ン
グ
ト
ン
」を
導
入
。
町
の
環
境
に
適
し
た
主

力
品
種
と
し
て
栽
培
技
術
を
確
立
し
ま
し
た
。
矢

掛
や
さ
い
部
会
リ
ー
キ
部
は
徹
底
し
た
排
水
対
策

と
、
植
え
付
け
後
に
葉
と
葉
の
間
に
土
が
入
ら
な

い
よ
う
３
回
に
わ
た
る
土
寄
せ
を
手
作
業
で
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
軟
白
部
分
が
長
く
、

太
い
立
派
な
リ
ー
キ
が
育
ち
ま
す
。
現
在
、
部
会

員
は
10
人
。矢
掛
町
内
の
小
田
・
川
面
・
山
田
地
区
、

合
わ
せ
て
約
50
㌃
の
ほ
場
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
同
町
産
リ
ー
キ
は
都
市
部
で
人
気
が
高
く
、
東

京
・
大
阪
・
名
古
屋
な
ど
を
中
心
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
高
級
ホ
テ
ル
や
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
人

気
の
高
級
野
菜
と
な
っ
た
一
方
で
、
一
般
の
消
費
者

の
認
知
度
は
高
く
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。
そ
こ

栽
培
方
法
の
確
立
と
工
夫

販
路
の
拡
大
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

苦労を重ね“満点リーキ”
たくさんの丸を届けたい

目揃え会で満点リーキの出来栄えを確認する会員

畝
を
く
ず
し
１
本
ず
つ
抜
い
て
収
穫
す
る

晴れびと！

矢掛やさい部会リーキ部

部会長　髙見 直樹さん（65）

　「リーキ」は西洋ネギの一種でポロネギとも呼ば
れている、地中海沿岸が原産の野菜です。葉の断
面はＶ字状に平たくなっています。白い部分から
葉の部分まで食べることができ、ネギ特有の香り
は少なく、加熱することで甘みが増します。食物
繊維が豊富でビタミン・カルシウム・マグネシウ
ムなどのミネラルも含む体によい栄養素をもってい
ます。ＪＡで共同選別を行い市場へ出荷するほか、
矢掛宿場の青空市「きらり」で販売しています。

リーキ
今月の
表紙

（写真：右）

マ
ル

たかみ なおき
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土
と
水
は
け
の
よ
い

ほ
場
を
好
む
リ
ー
キ
。
品
種
に
よ
っ
て
生
育
差
が

大
き
く
、
品
種
試
験
を
重
ね
病
気
に
強
く
味
の
よ

い「
ロ
ン
グ
ト
ン
」を
導
入
。
町
の
環
境
に
適
し
た
主

力
品
種
と
し
て
栽
培
技
術
を
確
立
し
ま
し
た
。
矢

掛
や
さ
い
部
会
リ
ー
キ
部
は
徹
底
し
た
排
水
対
策

と
、
植
え
付
け
後
に
葉
と
葉
の
間
に
土
が
入
ら
な

い
よ
う
３
回
に
わ
た
る
土
寄
せ
を
手
作
業
で
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
軟
白
部
分
が
長
く
、

太
い
立
派
な
リ
ー
キ
が
育
ち
ま
す
。
現
在
、
部
会

員
は
10
人
。矢
掛
町
内
の
小
田
・
川
面
・
山
田
地
区
、

合
わ
せ
て
約
50
㌃
の
ほ
場
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
同
町
産
リ
ー
キ
は
都
市
部
で
人
気
が
高
く
、
東

京
・
大
阪
・
名
古
屋
な
ど
を
中
心
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。
高
級
ホ
テ
ル
や
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
人

気
の
高
級
野
菜
と
な
っ
た
一
方
で
、
一
般
の
消
費
者

の
認
知
度
は
高
く
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。
そ
こ

栽
培
方
法
の
確
立
と
工
夫

販
路
の
拡
大
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

苦労を重ね“満点リーキ”
たくさんの丸を届けたい

目揃え会で満点リーキの出来栄えを確認する会員

畝
を
く
ず
し
１
本
ず
つ
抜
い
て
収
穫
す
る

晴れびと！

矢掛やさい部会リーキ部

部会長　髙見 直樹さん（65）

　「リーキ」は西洋ネギの一種でポロネギとも呼ば
れている、地中海沿岸が原産の野菜です。葉の断
面はＶ字状に平たくなっています。白い部分から
葉の部分まで食べることができ、ネギ特有の香り
は少なく、加熱することで甘みが増します。食物
繊維が豊富でビタミン・カルシウム・マグネシウ
ムなどのミネラルも含む体によい栄養素をもってい
ます。ＪＡで共同選別を行い市場へ出荷するほか、
矢掛宿場の青空市「きらり」で販売しています。

リーキ
今月の
表紙

（写真：右）

マ
ル

たかみ なおき
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ＪＡグループが開いた「令和５年度ＪＡ 共済 小・中学生書道・交通安全ポスター
コンクール」に今年も多くの作品が集 まりました。交通安全の意識を高め安全
に暮らし、助けあいや思いやりの気持 ちを育んでほしいと毎年実施しています。
子どもたちの作品を通じて、交通安 全について今一度考えてみませんか。

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校

2
年 

西
井

　結
惟
さ
ん

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

カ
レ
ー
ラ
イ
ス

倉
敷
市
立
茶
屋
町
小
学
校

1
年 

池
田

　瑠
花
さ
ん

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

倉
敷
市
立
玉
島
東
中
学
校

3
年 

梅
田

　梨
里
さ
ん

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

す
き
焼
き

パ
ン新

見
市
立
新
見
南
小
学
校

3
年 

岡
本

　真
奈
さ
ん

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

き
な
こ
揚
げ
パ
ン
・

カ
レ
ー
ラ
イ
ス

倉敷市立多津美中学校

2年 高木　琉伊さん

好きな給食のメニューは

カレーライス

倉敷市立児島小学校

5年 山水　伊都さん

好きな給食のメニューは

倉敷市立茶屋町小学校

5年 緒方　美南さん

好きな給食のメニューは

キムチチャーハン

すき焼き

倉敷市立北中学校

3年 栗原　寧々さん

好きな給食のメニューは

丸パン

倉敷市立玉島東中学校

1年 梅田　梨瑚さん

好きな給食のメニューは

夏野菜のカレーライス

岡山県知事賞
岡山県警察本部長賞

岡山県教育委員会  教育長賞

岡山県議会議長賞

文部科学
大臣賞

農林水産
大臣賞

特集

みんな の願い

に
し
い

ゆ
い あ

ま
き

る
か

い
け
だ

ち
ゃ
や
ま
ち

ま
な

お
か
も
と に

い
み
み
な
み

たかき るい

たつみ

やまみず いと うめだ りこ

たましまひがしこじま

くりはら ねね

きた

おがた みなみ

ちゃやまち

う
め
だ

り
り

た
ま
し
ま
ひ
が
し
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特集

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校

1
年 

有
信

　舞
さ
ん

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

野
菜
チ
ッ
プ
ス

倉
敷
市
立
児
島
小
学
校

3
年 

植
田

　美
幸
さ
ん

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

お
で
ん

倉
敷
市
立
帯
江
小
学
校

1
年 

平
元

　彩
来
さ
ん

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

海
藻
サ
ラ
ダ

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校

3
年 

秋
田

　姫
依
さ
ん

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

肉
み
そ
お
で
ん

倉敷市立赤崎小学校

1年 黒瀬　陽愛さん

好きな給食のメニューは

カレーライス

倉敷市立老松小学校

6年 樋口　瑠花さん

好きな給食のメニューは

海藻サラダ

笠岡市立中央小学校

4年 松永　彩葉さん

好きな給食のメニューは

スイートポテトパン

倉敷市立茶屋町小学校

4年 井江　彩寧さん

好きな給食のメニューは

カボチャのほうとう

新見市立西方小学校

6年 坂本　梓織さん

好きな給食のメニューは

照り焼きチキン

倉敷市立茶屋町小学校

4年 有信　日菜さん

好きな給食のメニューは

キムチチャーハン

津山市立一宮小学校

6年 西尾　武紘さん

好きな給食のメニューは

揚げパン

岡山県小学校教育研究会  会長賞全国共済農業協同組合連合会　岡山県本部本部長賞 金賞

岡山県習字教育研究会  会長賞岡山県農業協同組合
中央会  会長賞

ま
い

あ
り
の
ぶ

あ
ま
き

み
ゆ
き

う
え
た

こ
じ
ま

さ
ら

ひ
ら
も
と お

び
え

ひ
よ
り

あ
き
た

あ
ま
き

くろせ ひかり

あかさき

ひぐち るか

おいまつ

まつなが いろは

ちゅうおう

いえ あやね

ちゃやまち

さかもと しおり

にしがた

ありのぶ ひな

ちゃやまち

にしお たけひろ

いちのみや
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ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

古くからの主要作物
サトイモ

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
と
と
も
に

学
校
の
敷
地
内
で
秋
冬
野
菜

を
栽
培
中
！
冬
野
菜
が
徐
々

に
収
穫
で
き
、
食
べ
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

コ
カ
ブ
も
収
穫
。

ミズナは鍋物でいただきます。

コ
マ
ツ
ナ
は
根
ご
と

　抜
き
取
り
ま
し
た
。

子イモ・孫イモなどを外さないよう、特に注意
して取り扱う。外れてしまうとその傷口から傷み
始める。貯蔵穴を全部詰め終わったらその上
に稲ワラやカヤなどで覆い、その上に覆土する。

切り口を下に向けて
詰め込む

排水のよい畑を選び、幅40～
50ｃｍ、深さ６０ｃｍぐらいの貯
蔵穴を設ける。

❾ 貯蔵

芋が外れたり傷ついた
りしないよう注意して掘
り上げる。掘り上げた株
を手で持ち、横から大き
なビール瓶などで強くた
たくと子イモが効率よく
外れる。

チェック！
サンからのアドバイス

収穫適期の目安は、葉の緑が黄化し
始め、葉が少し垂れ気味になる頃だよ。
寒さに弱いので、掘り遅れに注意しよう。

収穫に先立ち、あらかじめ葉身
を地上５～６ｃｍの高さで、鎌で
刈り取っておく。

❽ 収穫

２回目の土寄せから２～３週間後、２回目と同程度の厚さ
で土を株元に寄せる。

ソラからのアドバイス

種イモから出た芽の茎が肥大して、そ
の上に新イモがつくよ。土寄せが足り
ないと子イモの芽が地上に伸び、太
りが悪く、孫イモの数が増えて小型の
イモになってしまうんだ。株のまわりに
出てきた子イモの芽は倒して土の中に
埋めよう。

2回目の追肥後、子イモ
の芽を埋めるように１回
目と同程度の厚さで土
を株元に寄せる。

土寄せが足りないと細長い
不良品が多くなる

１回目

１回目の追肥後すぐ、肥料を埋めるように通路の土を５ｃｍ
厚さで株元に寄せる。

❼ 土寄せ

１回目と同量を反対側の畝に施す。

２回目（６月下旬～７月上旬）

マルチをめくって作業する。株元が
陰になるくらい葉が茂ったらマルチ
を取り除く

❷
化成肥料
14-14-14
60g

１株あたり

土寄せに先立って畝間にかるく溝をつくって施す。

１回目（５月下旬～６月中旬）

❻ 追肥

「家庭菜園」の
バックナンバーは

こちら！

芽出しした種イモの場合

無催芽の種イモの場合

❺ マルチング

芽の出るほうを上に向け、株間30～40ｃｍで
植え付ける。

❹ 植え付け

油かす
120ｇ

堆肥
280～
350ｇ

❶
野菜の肥料
90ｇ

畝の長さ１ｍ当たり

植え付けの２週間くらい前に元肥を施し、土をかける。

❸ 畑の準備

❷化成肥料14-14-14
野菜・果樹・花など幅広く使えます。
高成分なので少量投入で経済的です。

❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微量要素を
バランスよく配合し、野菜の元肥・追肥
に幅広く使えます。

■おすすめ資材

土が乾きすぎないよう、ときどき水やりを
する。これぐらい芽出しをさせて植え付け
ると、生育が早まる。

❷ 種イモの芽出し

種イモはふっくらとして形が整い、芽が傷んで
いないものを選ぶ。

❶ 種イモの準備

栽培型 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

露地普通
栽培

露地芽出
し栽培

●芽出し　　トンネル  　植え付け　 　収穫

栽培スケジュール

連作障害が出やすいので、次に植
えるまで少なくとも３、４年は間をおき
ます。乾燥に大変弱く、日照りが続く
と葉枯れし、作柄不良になります。
高温性で生育適温は25～30度。

勝央アグリセンター
センター長 代理

有元　弾

教えてくれるのは
この人！！

２回目

３回目

⑵厳寒期に入った頃の
覆土10～15cm

⑴貯蔵開始時の
覆土5～6cm

良不良

30～40㎝

芽がマルチに触れそうになった
頃、穴をあけて芽を上に出す

イモを植えてからマルチする

黒色ポリフィルムマルチ

覆土の厚さ7～8cm植え付けの
深さ5～6cm 15cm

無催芽の種イモ

15cm

90cm

5～6cm

ビニールフィルム

稲ワラ

籾殻くん炭

５cm５cm

不良芽良

もみがら

ありもと だん
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ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

古くからの主要作物
サトイモ

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
と
と
も
に

学
校
の
敷
地
内
で
秋
冬
野
菜

を
栽
培
中
！
冬
野
菜
が
徐
々

に
収
穫
で
き
、
食
べ
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

コ
カ
ブ
も
収
穫
。

ミズナは鍋物でいただきます。

コ
マ
ツ
ナ
は
根
ご
と

　抜
き
取
り
ま
し
た
。

子イモ・孫イモなどを外さないよう、特に注意
して取り扱う。外れてしまうとその傷口から傷み
始める。貯蔵穴を全部詰め終わったらその上
に稲ワラやカヤなどで覆い、その上に覆土する。

切り口を下に向けて
詰め込む

排水のよい畑を選び、幅40～
50ｃｍ、深さ６０ｃｍぐらいの貯
蔵穴を設ける。

❾ 貯蔵

芋が外れたり傷ついた
りしないよう注意して掘
り上げる。掘り上げた株
を手で持ち、横から大き
なビール瓶などで強くた
たくと子イモが効率よく
外れる。

チェック！
サンからのアドバイス

収穫適期の目安は、葉の緑が黄化し
始め、葉が少し垂れ気味になる頃だよ。
寒さに弱いので、掘り遅れに注意しよう。

収穫に先立ち、あらかじめ葉身
を地上５～６ｃｍの高さで、鎌で
刈り取っておく。

❽ 収穫

２回目の土寄せから２～３週間後、２回目と同程度の厚さ
で土を株元に寄せる。
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ないと子イモの芽が地上に伸び、太
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❼ 土寄せ

１回目と同量を反対側の畝に施す。
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❷
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60g
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❻ 追肥
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無催芽の種イモの場合

❺ マルチング

芽の出るほうを上に向け、株間30～40ｃｍで
植え付ける。

❹ 植え付け

油かす
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堆肥
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❶
野菜の肥料
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有元　弾
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この人！！
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３回目
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30～40㎝

芽がマルチに触れそうになった
頃、穴をあけて芽を上に出す

イモを植えてからマルチする

黒色ポリフィルムマルチ

覆土の厚さ7～8cm植え付けの
深さ5～6cm 15cm

無催芽の種イモ

15cm

90cm

5～6cm

ビニールフィルム

稲ワラ

籾殻くん炭

５cm５cm

不良芽良

もみがら

ありもと だん

13 HAREBARE



　岡山県立勝山高校ビジネス科の３
年生１３人が、課題研究の授業でヤ
マノイモ「銀沫」を使ったスイーツを企
画開発しました。
　１月上旬には発表会を開き、飲食
店にクレープ・パンケーキ・ドーナツ
のメニュー化を提案しました。
　クレープは生地とトッピングに、パ
ンケーキの生地には丸 １々本分の銀沫
を使い、銀沫の大学芋を添えました。
ドーナツも生地に銀沫を入れ、中に

チョコレートを入れました。
　生産者は「若い人が取り組んでくれ
たことが一番うれしい。地元でのメ
ニュー化や土産物などに活用できた
ら」と期待。学生は「銀沫を知らない
人も多いので、卒業後もおいしさを伝
えたい」と話しました。
　ＪＡ担当者は「スイーツにも使えるこ
とを知ってもらい、消費拡大や規格外
の利用、担い手の確保などにもつなげ
たい」と意気込みます。

　百菜市場和気店・アグリびぜんに並
ぶ米袋のパッケージが新しくなりました。
第４８回「ごはん・お米とわたし」コン
クールの図画応募作品から選定。笑顔でおにぎり
を頬ばる姿など地元の小学生が描いた作品４点が
売り場をにぎやかにしています。
　地元産米に親しみを持ってもらい、米の消費拡
大につなげたいとＪＡ共済の地域貢献活動の一環
として毎年実施。１年間店頭に並びます。購入者
は「明るく元気になる。いつもと違う品種も食べて
みたくなった」と話しました。

　「
つ
や
ま
和
牛
」の
香
港
へ
の
輸
出
が
決
ま

り
、
１
月
中
旬
に
香
港
に
向
け
２
頭
を
初

出
荷
し
ま
し
た
。
販
路
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
拡

大
、
価
格
が
低
迷
す
る
子
牛
や
枝
肉
の
有

利
販
売
に
つ
な
げ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外

国
人
旅
行
客
）に
よ
る
地
元
へ
の
経
済
効
果

な
ど
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
津
山
地
域
で
、
地
元

産
小
麦
の
ふ
す
ま
を
仕
上
げ
期
に
飼
料
と

し
て
与
え
、
月
齢
28
ヵ
月
以
上（
ま
た
は
肥

育
期
間
概
ね
18
ヵ
月
以
上
）、
肉
質
等
級
３

以
上
だ
け
を「
つ
や
ま
和
牛
」と
し
て
認
定
。

11
戸
が
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
し
て
取
り

組
み
、
年
間
50
〜
60
頭
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

主
に
津
山
地
域
で
消
費
し
ま
す
。

　
12
月
下
旬
に
は
、
出
荷
を
前
に
関
係
者

が
初
め
て
一
堂
に
会
し
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
思
い
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
販
売
な
ど
を
仕
切
る（
株
）オ
ー
・
エ
ヌ
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は「
肉
は
脂
っ
こ
く
な
く
、

さ
っ
ぱ
り
し
て
お
い
し
い
」と
高
く
評
価
。「
つ

や
ま
和
牛
を
世
界
に
発
信
し
た
い
」と
話
し

ま
す
。

　
つ
や
ま
和
牛
振
興
協
議
会
生
産
者
部
会

の
大
﨏
毅
部
会
長
は「
必
要
な
頭
数
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
今
か
ら
計
画
し
、
改
革
を

す
す
め
る
準
備
を
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
試
験
的
な
輸
出
を
重
ね
、
課
題

を
す
り
合
わ
せ
て
将
来
的
に
輸
出
頭
数
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。Ｊ
Ａ
は
飼
料
価
格
高
騰

や
市
場
価
格
の
低
迷
な
ど
山
積
す
る
課
題

解
決
へ
、
増
頭
や
肉
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
飼
育
面
で
も
下
支
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
内
有
数
の
黒
大
豆
の
産
地
、
勝

英
地
区
。
１
０
０
０
戸
が
約
５
０
０

㌶
で「
作
州
黒
」を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

12
月
か
ら
収
穫
し
、
寒
さ
に
当
て
て

乾
燥
さ
せ
、
１
月
に
入
っ
て
か
ら
脱
穀

作
業
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
記
録
的
な
猛
暑
や
少
雨
で
サ
ヤ
付

き
は
平
年
よ
り
少
な
い
傾
向
で
す
が
、

品
質
は
ま
ず
ま
ず
の
出
来
と
な
り
ま

し
た
。２
月
末
ま
で
集
荷
し
、京
阪
神
・

県
内
の
業
者
へ
販
売
し
ま
す
。

　
約
50
年
前
か
ら
栽
培
が
始
ま
り
、

昼
夜
の
寒
暖
差
で
、
実
が
大
き
く
、

濃
厚
で
豊
か
な
甘
味
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　
今
年
度
、Ｊ
Ａ
が
県
産「
き
ぬ
む
す

め
」と「
作
州
黒
」の
入
っ
た「
ぱ
ん
ぱ
ん

菓
子
」を
発
売
。
幅
広
い
年
代
の
フ
ァ

ン
獲
得
に
向
け
、
消
費
拡
大
を
期
待

し
ま
す
。

「つやま和牛」香港輸出
販路、ブランド力拡大へ

　
Ｊ
Ａ
は
、Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
・Ｊ
Ａ
岡
山
中
央
会

と
協
力
し
、
営
農
指
導
員
の
研
修
会
を
開
い
て
い
ま

す
。若
手
指
導
員
を「
強
化
指
導
員
」と
し
て
選
抜
し
、

３
年
間
の
実
践
研
修
を
重
ね
ま
す
。
生
産
者
の
抱

え
る
問
題
に
対
し
提
案
や
解
決
が
で
き
る
人
材
を

育
成
し
、
地
域
農
業
の
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
研
修
は
、
栽
培
管
理
・
衛
生
管
理
・
労
働
安
全
・

環
境
保
全
な
ど
の
実
践
状
況
を
５
段
階
評
価
す
る

「
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー（
Ｇ
Ｈ
）農
場
評
価
制
度
」を

活
用
し
て
い
ま
す
。
評
価
員
資
格
を
取
得
後
、
２

年
間
は
、
土
壌
・
肥
料
・
農
薬
を
学
ぶ
ほ
か
、
生
産

者
へ
の
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
Ｇ
Ｈ
農
場
評
価
を
実

践
。
３
年
目
は
、
資
金
と
経
営
を
学
び
ま
す
。

　
資
格
取
得
で
終
わ
ら
せ
ず
実
践
を
組
み
込
む
こ

と
で
指
導
力
を
高
め
、
大
規
模
農
家
や
新
規
就
農

希
望
者
を
一
人
で
営
農
指
導
で
き
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　
強
化
指
導
員
は「
知
識
が
増
え
、
生
産
者
に
助
言

し
や
す
く
な
っ
た
。
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と
話

し
ま
す
。

営農指導力の強化へ
年間研修で実践も

自
己
改
革
実
践
中
！

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

ヤマノイモ「銀沫®」でスイーツ
勝山高校の生徒が開発

「作州黒®」出荷が最盛
勝英地区でブランド化

見
た
目
も
楽
し
い

子
ど
も
の
絵
が
米
袋
に

「
き
ぬ
む
す
め
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
」「
朝
日
」の
4
品
種
で
楽
し
め
る

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

チェックシートをもとに生産者（左から３人目）から
栽培管理の状況を確認するＪＡ営農指導員ら

考
案
し
た
レ
シ
ピ
を
披
露
す
る
生
徒
と「
ま
に
わ
銀
沫
ね
ば
り
隊
」隊
長
、吉
本
興

業
所
属
の
岡
山
県
住
み
ま
す
芸
人
ハ
ロ
ー
植
田
さ
ん（
左
上
）

「つやま和牛」輸出に取り組む関係者

牛
を
の
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
る
関
係
者

美しいスイートピーに足を止める駅利用者

黒豆の出来を確認する生産者

　ＪＡと倉敷市は１月２７日の「船穂スイートピー記念日」
に合わせて、県内各地でＰＲ活動を展開し、地域一体
となってブランド確立と消費拡大を目指します。１月下旬
にはＪＲ倉敷駅の改札口前にピンクや紫など定番品種の
ほか、くすみカラーが人気の染め品種合わせて５０種類
の切り花５００本を展示しました。駅利用者は「甘い香り
に思わず引き寄せられた。たくさん種類があることを初め
て知った」と話しました。また、スイートピーをプレゼント
するキャンペーンも実施しました。バレンタインには生花
チェーンとコラボし、ピンクと赤をセットにした特別規格
を出荷しました。
　船穂町花き部会の１４戸が約４haで栽培。花もちが
良く品質が高く、４月上旬まで東京・大阪市場を中心

に約８００万本の出荷を見込みます。井上昌彦部会長は
「花言葉の『出会い・旅立ち』を象徴する花として、ライ
フイベントのさまざまな場面で楽しんでほしい」と話しまし
た。船穂直売所や山手直売所など管内のＪＡ直売所と
オンラインショップでも販売しています。

スイートピー華やか５００本
倉敷駅に展示

販売店舗は
こちら

いのうえ まさひこ

お
お
さ
こ
つ
よ
し

ぎんしぶき
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売り場をにぎやかにしています。
　地元産米に親しみを持ってもらい、米の消費拡
大につなげたいとＪＡ共済の地域貢献活動の一環
として毎年実施。１年間店頭に並びます。購入者
は「明るく元気になる。いつもと違う品種も食べて
みたくなった」と話しました。

　「
つ
や
ま
和
牛
」の
香
港
へ
の
輸
出
が
決
ま

り
、
１
月
中
旬
に
香
港
に
向
け
２
頭
を
初

出
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し
ま
し
た
。
販
路
や
ブ
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の
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る
子
牛
や
枝
肉
の
有

利
販
売
に
つ
な
げ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外

国
人
旅
行
客
）に
よ
る
地
元
へ
の
経
済
効
果

な
ど
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
津
山
地
域
で
、
地
元

産
小
麦
の
ふ
す
ま
を
仕
上
げ
期
に
飼
料
と

し
て
与
え
、
月
齢
28
ヵ
月
以
上（
ま
た
は
肥

育
期
間
概
ね
18
ヵ
月
以
上
）、
肉
質
等
級
３

以
上
だ
け
を「
つ
や
ま
和
牛
」と
し
て
認
定
。

11
戸
が
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
し
て
取
り

組
み
、
年
間
50
〜
60
頭
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

主
に
津
山
地
域
で
消
費
し
ま
す
。

　
12
月
下
旬
に
は
、
出
荷
を
前
に
関
係
者

が
初
め
て
一
堂
に
会
し
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
思
い
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
販
売
な
ど
を
仕
切
る（
株
）オ
ー
・
エ
ヌ
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は「
肉
は
脂
っ
こ
く
な
く
、

さ
っ
ぱ
り
し
て
お
い
し
い
」と
高
く
評
価
。「
つ

や
ま
和
牛
を
世
界
に
発
信
し
た
い
」と
話
し

ま
す
。

　
つ
や
ま
和
牛
振
興
協
議
会
生
産
者
部
会

の
大
﨏
毅
部
会
長
は「
必
要
な
頭
数
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
今
か
ら
計
画
し
、
改
革
を

す
す
め
る
準
備
を
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
試
験
的
な
輸
出
を
重
ね
、
課
題

を
す
り
合
わ
せ
て
将
来
的
に
輸
出
頭
数
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。Ｊ
Ａ
は
飼
料
価
格
高
騰

や
市
場
価
格
の
低
迷
な
ど
山
積
す
る
課
題

解
決
へ
、
増
頭
や
肉
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
飼
育
面
で
も
下
支
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
内
有
数
の
黒
大
豆
の
産
地
、
勝

英
地
区
。
１
０
０
０
戸
が
約
５
０
０

㌶
で「
作
州
黒
」を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

12
月
か
ら
収
穫
し
、
寒
さ
に
当
て
て

乾
燥
さ
せ
、
１
月
に
入
っ
て
か
ら
脱
穀

作
業
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
記
録
的
な
猛
暑
や
少
雨
で
サ
ヤ
付

き
は
平
年
よ
り
少
な
い
傾
向
で
す
が
、

品
質
は
ま
ず
ま
ず
の
出
来
と
な
り
ま

し
た
。２
月
末
ま
で
集
荷
し
、京
阪
神
・

県
内
の
業
者
へ
販
売
し
ま
す
。

　
約
50
年
前
か
ら
栽
培
が
始
ま
り
、

昼
夜
の
寒
暖
差
で
、
実
が
大
き
く
、

濃
厚
で
豊
か
な
甘
味
に
仕
上
が
り
ま
す
。

　
今
年
度
、Ｊ
Ａ
が
県
産「
き
ぬ
む
す

め
」と「
作
州
黒
」の
入
っ
た「
ぱ
ん
ぱ
ん

菓
子
」を
発
売
。
幅
広
い
年
代
の
フ
ァ

ン
獲
得
に
向
け
、
消
費
拡
大
を
期
待

し
ま
す
。

「つやま和牛」香港輸出
販路、ブランド力拡大へ

　
Ｊ
Ａ
は
、Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
・Ｊ
Ａ
岡
山
中
央
会

と
協
力
し
、
営
農
指
導
員
の
研
修
会
を
開
い
て
い
ま

す
。若
手
指
導
員
を「
強
化
指
導
員
」と
し
て
選
抜
し
、

３
年
間
の
実
践
研
修
を
重
ね
ま
す
。
生
産
者
の
抱

え
る
問
題
に
対
し
提
案
や
解
決
が
で
き
る
人
材
を

育
成
し
、
地
域
農
業
の
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
研
修
は
、
栽
培
管
理
・
衛
生
管
理
・
労
働
安
全
・

環
境
保
全
な
ど
の
実
践
状
況
を
５
段
階
評
価
す
る

「
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー（
Ｇ
Ｈ
）農
場
評
価
制
度
」を

活
用
し
て
い
ま
す
。
評
価
員
資
格
を
取
得
後
、
２

年
間
は
、
土
壌
・
肥
料
・
農
薬
を
学
ぶ
ほ
か
、
生
産

者
へ
の
聞
き
取
り
を
し
な
が
ら
Ｇ
Ｈ
農
場
評
価
を
実

践
。
３
年
目
は
、
資
金
と
経
営
を
学
び
ま
す
。

　
資
格
取
得
で
終
わ
ら
せ
ず
実
践
を
組
み
込
む
こ

と
で
指
導
力
を
高
め
、
大
規
模
農
家
や
新
規
就
農

希
望
者
を
一
人
で
営
農
指
導
で
き
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　
強
化
指
導
員
は「
知
識
が
増
え
、
生
産
者
に
助
言

し
や
す
く
な
っ
た
。
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と
話

し
ま
す
。

営農指導力の強化へ
年間研修で実践も

自
己
改
革
実
践
中
！

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

ヤマノイモ「銀沫®」でスイーツ
勝山高校の生徒が開発

「作州黒®」出荷が最盛
勝英地区でブランド化

見
た
目
も
楽
し
い

子
ど
も
の
絵
が
米
袋
に

「
き
ぬ
む
す
め
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
」「
朝
日
」の
4
品
種
で
楽
し
め
る

晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

チェックシートをもとに生産者（左から３人目）から
栽培管理の状況を確認するＪＡ営農指導員ら

考
案
し
た
レ
シ
ピ
を
披
露
す
る
生
徒
と「
ま
に
わ
銀
沫
ね
ば
り
隊
」隊
長
、吉
本
興

業
所
属
の
岡
山
県
住
み
ま
す
芸
人
ハ
ロ
ー
植
田
さ
ん（
左
上
）

「つやま和牛」輸出に取り組む関係者

牛
を
の
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
る
関
係
者

美しいスイートピーに足を止める駅利用者

黒豆の出来を確認する生産者

　ＪＡと倉敷市は１月２７日の「船穂スイートピー記念日」
に合わせて、県内各地でＰＲ活動を展開し、地域一体
となってブランド確立と消費拡大を目指します。１月下旬
にはＪＲ倉敷駅の改札口前にピンクや紫など定番品種の
ほか、くすみカラーが人気の染め品種合わせて５０種類
の切り花５００本を展示しました。駅利用者は「甘い香り
に思わず引き寄せられた。たくさん種類があることを初め
て知った」と話しました。また、スイートピーをプレゼント
するキャンペーンも実施しました。バレンタインには生花
チェーンとコラボし、ピンクと赤をセットにした特別規格
を出荷しました。
　船穂町花き部会の１４戸が約４haで栽培。花もちが
良く品質が高く、４月上旬まで東京・大阪市場を中心

に約８００万本の出荷を見込みます。井上昌彦部会長は
「花言葉の『出会い・旅立ち』を象徴する花として、ライ
フイベントのさまざまな場面で楽しんでほしい」と話しまし
た。船穂直売所や山手直売所など管内のＪＡ直売所と
オンラインショップでも販売しています。

スイートピー華やか５００本
倉敷駅に展示

販売店舗は
こちら

いのうえ まさひこ

お
お
さ
こ
つ
よ
し

ぎんしぶき
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　倉敷市と総社市のイチゴ農家２１戸でつくる倉敷地方施
設いちご研究会は、１月上旬、共進会を開催。最優秀賞の
備中県民局長賞に小川和重さん（倉敷市）が輝きました。
　「紅ほっぺ」「おいＣベリー」「さがほのか」など８品種２７点が出品され、
備南広域農業普及指導センター・ＪＡの職員らが１１の項目で審査。同
センターは「高温や乾燥が続く厳しい環境の中、荷姿や果形などが大変
優れ、糖度と酸味も調和し、農家の工夫やこだわりが感じられた」と評
価しました。
　小川さんは「消費者に喜ばれるイチゴづくりに力を注ぐ。食べて笑顔に
なってもらえたらうれしい」と話しました。
　そのほかの入賞者は次の通り。敬称略

▽倉敷市長賞＝安原雅士（倉敷市） ▽総社市長賞＝秋山哲哉（総社市）

▽晴れの国岡山農業協同組合長賞＝星島彰雄（倉敷市） ▽倉敷地方施
設いちご研究会長賞＝松野昭一（総社市）

～仲間とともに未来をひらく～

　津山女性部は「ＪＡ女性エコライフ宣
言」を重点活動の１つに挙げています。
プラスチックやゴミの削減につなげようと、
エコバッグ・エコボトル・マイ箸などを
部員に配布しました。

　２０２０年からは食品ロスの削減と自分
自身の生活を見直すきっかけにしようと、
「フード＆ライフドライブ」活動を始めました。
家庭で余っている食品や日用品などを、
月に１回の活動日に持参し、ＮＰＯ法人オ
レンジハートを通じて、必要とする家庭や
団体に届けています。
　活動に賛同した青壮年部も参加し、
栽培したカボチャや、特産の果物も贈り

ました。今年度、女性部大会でも活動を
実施し、参加者が１人1品を持ち寄り、
約１２０ｋｇのお米・野菜・おもちゃなどが
集まりました。寄贈ボックスを置いている
支店もあり、地域を巻き込んだ活動に発
展しています。今後も全ての人が住み続
けられる地域を目指し、継続して取り組ん
でいきたい活動です。

ここから
簡単アクセス！

イ
チ
ゴ
共
進
会

小
川
さ
ん（
倉
敷
市
）最
優
秀

Vol.23

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

船
穂
町
花
き
部
会

浅
野 

慎
之
佑
さ
ん（
30
）

「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」な
ど
を

買
い
求
め
賑
わ
う
会
場

　亡き父の後を継ぎスイートピーづくりをはじめて２年目。祖
父母や先輩農家からアドバイスを受け、２８aのハウスを無
我夢中で切り盛りしてきました。
　スイートピーは温度や水分など、品種ごとに繊細な管理が
必要です。いろいろな人に管理方法などを教わり、自分なり
に取り入れて、納得できる品質を目指し励んでいます。
　最盛期には、睡眠時間を削って作業するなど忙しい日が
続きますが、来シーズンに向けた目標やアイデアを考えなが
ら農業を楽しんでいます。失敗を振り返り学びに変える心の
余裕も生まれました。家族との時間も増え、充実した毎日を
過ごしています。
　来シーズンは栽培面積を１０a増やして、さらに安定した
経営を目指します。

休日の1コマ

共進会で入賞した農家（前列）

　
阿
新
青
壮
年
部
は
、
冬
の
風
物
詩
で

あ
る
餅
つ
き
を
通
じ
て
地
域
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
ま
し
た
。
仲
間
と
と
も
に
地
域

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
部
員
15
人
が
Ａ

コ
ー
プ
あ
し
ん
店
に
集
結
。「
ヨ
イ
シ
ョ

ヨ
イ
シ
ョ
」と
杵
を
振
る
威
勢
の
い
い
掛

け
声
が
響
き
渡
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
来
場
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ヒ
メ
ノ
モ
チ
１
俵
を
つ
き
、
白
餅
や
豆
餅
、

餡
餅
な
ど
に
し
て
即
売
し
ま
し
た
。
部

員
は「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

元
気
な
農
業
、
元
気
な
組
織
を
地
域
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　岡山西女性部は１月下旬、本店で「男女共同参画のつどい」
を開きました。女性部員や役職員ら８５人が参加。女性のＪＡ
運営参画や男女共同参画社会についての講演で、取り組み状
況を把握するとともに、参画する意義・必要性の共通認識を深
めました。
　講演では、倉敷市の職員が、男だから女だからと固定概念
による決めつけによって妨げられてきた男女共同参画社会の実
現に向け、「個人を尊重することで誰もが個性と能力を発揮し、

いきいきと活躍できる」
と訴えました。
　木村由子部長は「活
発な活動を通して地域
の活性化を図り、女性
のＪＡ参画の輪を広げ
てほしい」と呼びかけま
した。

　
昨
年
10
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
農
業

資
材
専
門
店「
晴
れ
ば
れ
倉
敷
店
」に
１
月
下

旬
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
店
舗
敷
地

内
の
連
島
支
店
に
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
土・日
曜
日
が
非
営
業
日
と
な
る
た
め
、

新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
人
命
救
助
に
大
き
く

役
立
ち
ま
す
。
地
域
で
の
救
命
措
置
の
促
進
機

能
の
維
持
の
た
め
、Ｊ
Ａ
共
済
と
Ｊ
Ａ
が
地
域

貢
献
活
動
の一
環
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「タマネギ」で染物
皮も余すことなく活用

地域に笑顔と元気を
阿新青壮年部餅つき

閉山した坑道利用
黄ニラ栽培に最適

資
材
店
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

安
心
し
て
利
用
で
き
る
店
舗
に

杵を振るう部員

目に留まりやすいよう入り口近くに設置したＡＥＤ

　びほく女性部津川
支部は１月中旬、高
梁市で天然染料の代
表格であるタマネギの
皮を使った染物に挑
戦しました。約1５人が、
タオル・バッグ・手ぬぐ
いなどを持ち寄り、「家
の光」を参考に美しい
黄金色に染め上げま

した。染物として使うのはほとんどの部員が初めて
でした。
　キレイな染め上がりに部員は「食材を余すところ
なく利用でき、材料も安全なものばかりで完成品も
安心して使える」と喜びました。

　
つ
や
ま
黄
ニ
ラ
生
産
部
会

は
、
か
つ
て
硫
化
鉄
鉱
を
採

掘
し
て
い
た
柵
原
鉱
山
の
坑

道
を
利
用
し
て
黄
ニ
ラ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
坑
道
は
年

間
通
し
て
温
度
18
度
、
湿
度

80
〜
90
％
と
ほ
ぼ
一
定
に
保
た

れ
て
お
り
、
こ
の
環
境
を
い
か

し
て
い
ま
す
。

　
４
〜
10
月
は
露
地
、
11
〜

３
月
に
か
け
て
坑
道
で
栽
培
。

25
戸
の
生
産
者
の
う
ち
、
11

戸
が
坑
道
を
利
用
し
ま
す
。

電
灯
な
ど
の
灯
り
で
も
色
が

変
化
す
る
た
め
、
真
っ
暗
闇

の
中
、最
低
限
の
装
備
で
作
業
。

約
３
週
間
育
成
し
、
収
穫
し

ま
す
。生
育
に
最
適
な
環
境
で
、

品
質
の
よ
さ
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　
直
原
篤
部
会
長
は「
手
間
は

か
か
る
が
特
別
な
魅
力
が
あ

る
。
先
人
た
ち
の
教
え
を
守

っ
て
栽
培
を
続
け
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。
高
級
食
材
と
し

て
岡
山
の
市
場
へ
出
荷
。
地

元
小
学
校
の
給
食
へ
も
提
供

し
て
い
ま
す
。

黄金色に染め上がった布製品を確
認する部員

　
新
見
農
機
セ
ン
タ
ー
は
１
月
上
旬
、
農

業
振
興
と
農
作
業
安
全
を
願
い
、
新
年
の

神
事
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
や
Ｊ
Ａ
全

農
の
役
職
員
が
参
列
。
市
内
の
農
家
が
導

入
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
え
機
・
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
33
台
の
出
荷
を
祝
い
ま
し
た
。

　
近
年
は
高
齢
化
や
人
手
不
足
、
資
材
高

騰
を
背
景
に
ス
マ
ー
ト
農
機
へ
の
相
談
が
増

え
、
補
助
金
や
融
資
の
活
用
と
合
わ
せ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
食
味
収

量
セ
ン
サ
ー
付
き
コ
ン
バ
イ
ン
・
直
進
ア
シ
ス

ト
機
能
搭
載
ト
ラ
ク
タ
ー
・
堆
肥
散
布
用
の

マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
な
ど
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
役
職
員
は「
組
合
員
、
地
域
に
寄
り

添
い
、
農
業
が
よ
く
な
る
年
に
し
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。 農

業
が
よ
く
な
る
年
に

安
全
を
願
い
初
荷
式

女
性
の
参
画
推
進
へ

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

農家の元に出発する初荷

黄ニラの出来を確認する直原部会長

休日には家族と
出かけてリフレッシュ

女性組織綱領を唱和し思いをひとつにする部員

津山女性部

部長  永禮 多紀江さん（右）

おがわ

やすはら まさし あきやま

じ
き
は
ら
あ
つ
し

や
な
は
ら

きむら よしこ

てつや

ほしじま あきお

まつの しょういち

かずしげ

あ
さ
の

し
ん
の
す
け

ま
か
べ

よ
し
こ

ながれ たきえ
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　倉敷市と総社市のイチゴ農家２１戸でつくる倉敷地方施
設いちご研究会は、１月上旬、共進会を開催。最優秀賞の
備中県民局長賞に小川和重さん（倉敷市）が輝きました。
　「紅ほっぺ」「おいＣベリー」「さがほのか」など８品種２７点が出品され、
備南広域農業普及指導センター・ＪＡの職員らが１１の項目で審査。同
センターは「高温や乾燥が続く厳しい環境の中、荷姿や果形などが大変
優れ、糖度と酸味も調和し、農家の工夫やこだわりが感じられた」と評
価しました。
　小川さんは「消費者に喜ばれるイチゴづくりに力を注ぐ。食べて笑顔に
なってもらえたらうれしい」と話しました。
　そのほかの入賞者は次の通り。敬称略

▽倉敷市長賞＝安原雅士（倉敷市） ▽総社市長賞＝秋山哲哉（総社市）

▽晴れの国岡山農業協同組合長賞＝星島彰雄（倉敷市） ▽倉敷地方施
設いちご研究会長賞＝松野昭一（総社市）

～仲間とともに未来をひらく～

　津山女性部は「ＪＡ女性エコライフ宣
言」を重点活動の１つに挙げています。
プラスチックやゴミの削減につなげようと、
エコバッグ・エコボトル・マイ箸などを
部員に配布しました。

　２０２０年からは食品ロスの削減と自分
自身の生活を見直すきっかけにしようと、
「フード＆ライフドライブ」活動を始めました。
家庭で余っている食品や日用品などを、
月に１回の活動日に持参し、ＮＰＯ法人オ
レンジハートを通じて、必要とする家庭や
団体に届けています。
　活動に賛同した青壮年部も参加し、
栽培したカボチャや、特産の果物も贈り

ました。今年度、女性部大会でも活動を
実施し、参加者が１人1品を持ち寄り、
約１２０ｋｇのお米・野菜・おもちゃなどが
集まりました。寄贈ボックスを置いている
支店もあり、地域を巻き込んだ活動に発
展しています。今後も全ての人が住み続
けられる地域を目指し、継続して取り組ん
でいきたい活動です。

ここから
簡単アクセス！

イ
チ
ゴ
共
進
会

小
川
さ
ん（
倉
敷
市
）最
優
秀

Vol.23

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

船
穂
町
花
き
部
会

浅
野 

慎
之
佑
さ
ん（
30
）

「
蒜
山
こ
だ
わ
り
大
根
」な
ど
を

買
い
求
め
賑
わ
う
会
場

　亡き父の後を継ぎスイートピーづくりをはじめて２年目。祖
父母や先輩農家からアドバイスを受け、２８aのハウスを無
我夢中で切り盛りしてきました。
　スイートピーは温度や水分など、品種ごとに繊細な管理が
必要です。いろいろな人に管理方法などを教わり、自分なり
に取り入れて、納得できる品質を目指し励んでいます。
　最盛期には、睡眠時間を削って作業するなど忙しい日が
続きますが、来シーズンに向けた目標やアイデアを考えなが
ら農業を楽しんでいます。失敗を振り返り学びに変える心の
余裕も生まれました。家族との時間も増え、充実した毎日を
過ごしています。
　来シーズンは栽培面積を１０a増やして、さらに安定した
経営を目指します。

休日の1コマ

共進会で入賞した農家（前列）

　
阿
新
青
壮
年
部
は
、
冬
の
風
物
詩
で

あ
る
餅
つ
き
を
通
じ
て
地
域
の
ふ
れ
あ
い

を
深
め
ま
し
た
。
仲
間
と
と
も
に
地
域

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
部
員
15
人
が
Ａ

コ
ー
プ
あ
し
ん
店
に
集
結
。「
ヨ
イ
シ
ョ

ヨ
イ
シ
ョ
」と
杵
を
振
る
威
勢
の
い
い
掛

け
声
が
響
き
渡
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
来
場
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ヒ
メ
ノ
モ
チ
１
俵
を
つ
き
、
白
餅
や
豆
餅
、

餡
餅
な
ど
に
し
て
即
売
し
ま
し
た
。
部

員
は「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

元
気
な
農
業
、
元
気
な
組
織
を
地
域
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　岡山西女性部は１月下旬、本店で「男女共同参画のつどい」
を開きました。女性部員や役職員ら８５人が参加。女性のＪＡ
運営参画や男女共同参画社会についての講演で、取り組み状
況を把握するとともに、参画する意義・必要性の共通認識を深
めました。
　講演では、倉敷市の職員が、男だから女だからと固定概念
による決めつけによって妨げられてきた男女共同参画社会の実
現に向け、「個人を尊重することで誰もが個性と能力を発揮し、

いきいきと活躍できる」
と訴えました。
　木村由子部長は「活
発な活動を通して地域
の活性化を図り、女性
のＪＡ参画の輪を広げ
てほしい」と呼びかけま
した。

　
昨
年
10
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
農
業

資
材
専
門
店「
晴
れ
ば
れ
倉
敷
店
」に
１
月
下

旬
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
店
舗
敷
地

内
の
連
島
支
店
に
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
土・日
曜
日
が
非
営
業
日
と
な
る
た
め
、

新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
人
命
救
助
に
大
き
く

役
立
ち
ま
す
。
地
域
で
の
救
命
措
置
の
促
進
機

能
の
維
持
の
た
め
、Ｊ
Ａ
共
済
と
Ｊ
Ａ
が
地
域

貢
献
活
動
の一
環
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「タマネギ」で染物
皮も余すことなく活用

地域に笑顔と元気を
阿新青壮年部餅つき

閉山した坑道利用
黄ニラ栽培に最適

資
材
店
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

安
心
し
て
利
用
で
き
る
店
舗
に

杵を振るう部員

目に留まりやすいよう入り口近くに設置したＡＥＤ

　びほく女性部津川
支部は１月中旬、高
梁市で天然染料の代
表格であるタマネギの
皮を使った染物に挑
戦しました。約1５人が、
タオル・バッグ・手ぬぐ
いなどを持ち寄り、「家
の光」を参考に美しい
黄金色に染め上げま

した。染物として使うのはほとんどの部員が初めて
でした。
　キレイな染め上がりに部員は「食材を余すところ
なく利用でき、材料も安全なものばかりで完成品も
安心して使える」と喜びました。

　
つ
や
ま
黄
ニ
ラ
生
産
部
会

は
、
か
つ
て
硫
化
鉄
鉱
を
採

掘
し
て
い
た
柵
原
鉱
山
の
坑

道
を
利
用
し
て
黄
ニ
ラ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
坑
道
は
年

間
通
し
て
温
度
18
度
、
湿
度

80
〜
90
％
と
ほ
ぼ
一
定
に
保
た

れ
て
お
り
、
こ
の
環
境
を
い
か

し
て
い
ま
す
。

　
４
〜
10
月
は
露
地
、
11
〜

３
月
に
か
け
て
坑
道
で
栽
培
。

25
戸
の
生
産
者
の
う
ち
、
11

戸
が
坑
道
を
利
用
し
ま
す
。

電
灯
な
ど
の
灯
り
で
も
色
が

変
化
す
る
た
め
、
真
っ
暗
闇

の
中
、最
低
限
の
装
備
で
作
業
。

約
３
週
間
育
成
し
、
収
穫
し

ま
す
。生
育
に
最
適
な
環
境
で
、

品
質
の
よ
さ
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　
直
原
篤
部
会
長
は「
手
間
は

か
か
る
が
特
別
な
魅
力
が
あ

る
。
先
人
た
ち
の
教
え
を
守

っ
て
栽
培
を
続
け
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。
高
級
食
材
と
し

て
岡
山
の
市
場
へ
出
荷
。
地

元
小
学
校
の
給
食
へ
も
提
供

し
て
い
ま
す
。

黄金色に染め上がった布製品を確
認する部員

　
新
見
農
機
セ
ン
タ
ー
は
１
月
上
旬
、
農

業
振
興
と
農
作
業
安
全
を
願
い
、
新
年
の

神
事
を
行
い
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
や
Ｊ
Ａ
全

農
の
役
職
員
が
参
列
。
市
内
の
農
家
が
導

入
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
え
機
・
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
33
台
の
出
荷
を
祝
い
ま
し
た
。

　
近
年
は
高
齢
化
や
人
手
不
足
、
資
材
高

騰
を
背
景
に
ス
マ
ー
ト
農
機
へ
の
相
談
が
増

え
、
補
助
金
や
融
資
の
活
用
と
合
わ
せ
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
食
味
収

量
セ
ン
サ
ー
付
き
コ
ン
バ
イ
ン
・
直
進
ア
シ
ス

ト
機
能
搭
載
ト
ラ
ク
タ
ー
・
堆
肥
散
布
用
の

マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
な
ど
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
役
職
員
は「
組
合
員
、
地
域
に
寄
り

添
い
、
農
業
が
よ
く
な
る
年
に
し
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。 農

業
が
よ
く
な
る
年
に

安
全
を
願
い
初
荷
式

女
性
の
参
画
推
進
へ

男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

農家の元に出発する初荷

黄ニラの出来を確認する直原部会長

休日には家族と
出かけてリフレッシュ

女性組織綱領を唱和し思いをひとつにする部員

津山女性部

部長  永禮 多紀江さん（右）

おがわ

やすはら まさし あきやま

じ
き
は
ら
あ
つ
し

や
な
は
ら

きむら よしこ

てつや

ほしじま あきお

まつの しょういち

かずしげ

あ
さ
の

し
ん
の
す
け

ま
か
べ

よ
し
こ

ながれ たきえ
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地域 を 元気に！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

孫
い
る
か 

い
な
い
か
分
か
る 

雪
だ
る
ま

今
津
　
茂 

さ
ん

歳
重
ね
　
重
さ
堪
え
る
　
肥
料
袋

髙
橋 
雅
樹 

さ
ん

い
ち
ご
苗 

せ
っ
せ
と
世
話
し 

ひ
孫
待
つ

寺
内 

貞
子 
さ
ん

お
と
な
り
も 

我
が
家
の
こ
う
こ 

お
気
に
召
し

今
田 

明
男 

さ
ん

節
分
に
　
味
が
自
慢
の
　
す
し
を
巻
く

福
井 

彌
磋
子 

さ
ん

土
に
ぎ
り
　
今
年
豊
作
　
た
の
ん
だ
よ 

永
井 

百
合
子 

さ
ん

大
根
の
　
小
振
り
な
が
ら
も
　
美
人
か
な

赤
掘 

千
恵
子 

さ
ん

准組合員参加企画

お
飾
り
づ
く
り
を
楽
し

み
ま
し
た
！

選
果
場
、田
植
え･･･

思
い
出
の
授
業
を
描
い

た
よ
！

８
地
区
か
ら
96
人
が
、日

帰
り
で
鳥
取
を
楽
し
み

ま
し
た
。

畑でとれた
野菜がたっぷり入った
豚汁いただきま～す！

モミから育てたお米だよ！

自分でにぎったらおいしい
なあ！ つきたてのお餅を

ぜんざいにしたよ！

カ
ニ
と
鳥
取
和
牛
な
ど

11
品
の
贅
沢
ラ
ン
チ
に
舌
鼓

勝間田高校の

お姉さんお兄さ
んと

冬野菜を収穫し
たよ！

お金の大切さを教えてもらったよ！

素敵な寄せ植えが
できました！

ボッチャにも
初めて挑戦しました！

90歳を超える
ベテラン選手も！

アグリ体験プロジェクト
（勝央町）真庭女性部フレッシュミズ部会

勝山つどいの広場やまっこ

びほく女性部北房支部
お手玉大会・ボッチャ

赤磐市立山陽小学校
晴寿司づくり

吉備路アグリセンター
みそ仕込み

井原市立西江原幼児園
おこめパーティー

あぐりにこにこスクール閉校式
（真庭市）

倉敷市立旭丘小学校
ゴボウ収穫体験

合併３周年記念ツアー 真庭市立八束小学校
出前授業「お金のキホン」

びほく女性部成羽支部
寄せ植え教室

蒸したお米と麹菌を手
でしっかり混ぜたよ！

　「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」。
日
ご
と
に
温

か
さ
を
増
し
て
過
ご
し
や
す
い
一
方
で
、

気
温
の
寒
暖
差
や
自
律
神
経
の
乱
れ
に

よ
り
疲
労
感
や
不
眠
な
ど
不
調
を
感
じ

や
す
く
な
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
３
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

①
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

消
化
を
促
し
、
カ
ラ
ダ
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
。
ひ
と
口
の
量
を
少
な
く
し
、

食
感
の
あ
る
も
の
を
取
り
入
れ
る
。

②
３
食
食
べ
る

き
っ
ち
り
３
食
食
べ
る
こ
と
で
自
律
神

経
が
整
い
や
す
く
な
る
。

③
栄
養
素

特
に
肉
・
魚
・
大
豆
製
品
な
ど
に
含

ま
れ
る「
タ
ン
パ
ク
質
」、
豚
肉
・
バ
ナ

ナ
な
ど
の「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
」、
野
菜
や

果
物
の「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」は
春
の
体
調
不

良
に
負
け
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
要
素
。

　
新
鮮
な
旬
の
食
材
は
、
生
産
者
と
直

結
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
お
買
い
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
総
社
市

岡
谷
に
大
型
直
売
所「
旬
感
広
場
」が
開

設
予
定
で
、
管

内
各
地
の
特
産

が
一
堂
に
集
結
し

ま
す
。
管
内
の

魅
力
あ
る
食
材

の
数
々
を
堪
能

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

よ
く
か
ん
で
食
べ
て

春
を
元
気
に

管内食材が一堂に集まる大型直売所
「旬感広場」（イメージ）

農家さん
を

招待した
よ

黄ニラやエンダイブ
など地元特産の具材
がいっぱい！

清音アグリキッズスクール
餅つき きねは重たいけ

ど楽しいな

太
く
て
、
長
〜
い
ゴ
ボ
ウ
を

た
く
さ
ん
抜
い
た
よ
！

こ
え
ぶ
く
ろ
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地域 を 元気に！

農業や食って

こんなにお
もしろい！

！

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで  
感じたこと、学んだ ことなどを聞きました。

孫
い
る
か 

い
な
い
か
分
か
る 

雪
だ
る
ま

今
津
　
茂 

さ
ん

歳
重
ね
　
重
さ
堪
え
る
　
肥
料
袋

髙
橋 

雅
樹 

さ
ん

い
ち
ご
苗 

せ
っ
せ
と
世
話
し 

ひ
孫
待
つ

寺
内 

貞
子 

さ
ん

お
と
な
り
も 

我
が
家
の
こ
う
こ 

お
気
に
召
し

今
田 

明
男 

さ
ん

節
分
に
　
味
が
自
慢
の
　
す
し
を
巻
く

福
井 

彌
磋
子 

さ
ん

土
に
ぎ
り
　
今
年
豊
作
　
た
の
ん
だ
よ 

永
井 

百
合
子 

さ
ん

大
根
の
　
小
振
り
な
が
ら
も
　
美
人
か
な

赤
掘 

千
恵
子 

さ
ん

准組合員参加企画

お
飾
り
づ
く
り
を
楽
し

み
ま
し
た
！

選
果
場
、田
植
え･･･

思
い
出
の
授
業
を
描
い

た
よ
！

８
地
区
か
ら
96
人
が
、日

帰
り
で
鳥
取
を
楽
し
み

ま
し
た
。

畑でとれた
野菜がたっぷり入った
豚汁いただきま～す！

モミから育てたお米だよ！

自分でにぎったらおいしい
なあ！ つきたてのお餅を

ぜんざいにしたよ！

カ
ニ
と
鳥
取
和
牛
な
ど

11
品
の
贅
沢
ラ
ン
チ
に
舌
鼓

勝間田高校の

お姉さんお兄さ
んと

冬野菜を収穫し
たよ！

お金の大切さを教えてもらったよ！

素敵な寄せ植えが
できました！

ボッチャにも
初めて挑戦しました！

90歳を超える
ベテラン選手も！

アグリ体験プロジェクト
（勝央町）真庭女性部フレッシュミズ部会

勝山つどいの広場やまっこ

びほく女性部北房支部
お手玉大会・ボッチャ

赤磐市立山陽小学校
晴寿司づくり

吉備路アグリセンター
みそ仕込み

井原市立西江原幼児園
おこめパーティー

あぐりにこにこスクール閉校式
（真庭市）

倉敷市立旭丘小学校
ゴボウ収穫体験

合併３周年記念ツアー 真庭市立八束小学校
出前授業「お金のキホン」

びほく女性部成羽支部
寄せ植え教室

蒸したお米と麹菌を手
でしっかり混ぜたよ！

　「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」。
日
ご
と
に
温

か
さ
を
増
し
て
過
ご
し
や
す
い
一
方
で
、

気
温
の
寒
暖
差
や
自
律
神
経
の
乱
れ
に

よ
り
疲
労
感
や
不
眠
な
ど
不
調
を
感
じ

や
す
く
な
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
３
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。

①
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

消
化
を
促
し
、
カ
ラ
ダ
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
。
ひ
と
口
の
量
を
少
な
く
し
、

食
感
の
あ
る
も
の
を
取
り
入
れ
る
。

②
３
食
食
べ
る

き
っ
ち
り
３
食
食
べ
る
こ
と
で
自
律
神

経
が
整
い
や
す
く
な
る
。

③
栄
養
素

特
に
肉
・
魚
・
大
豆
製
品
な
ど
に
含

ま
れ
る「
タ
ン
パ
ク
質
」、
豚
肉
・
バ
ナ

ナ
な
ど
の「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
」、
野
菜
や

果
物
の「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
」は
春
の
体
調
不

良
に
負
け
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
要
素
。

　
新
鮮
な
旬
の
食
材
は
、
生
産
者
と
直

結
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
お
買
い
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
総
社
市

岡
谷
に
大
型
直
売
所「
旬
感
広
場
」が
開

設
予
定
で
、
管

内
各
地
の
特
産

が
一
堂
に
集
結
し

ま
す
。
管
内
の

魅
力
あ
る
食
材

の
数
々
を
堪
能

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

よ
く
か
ん
で
食
べ
て

春
を
元
気
に

管内食材が一堂に集まる大型直売所
「旬感広場」（イメージ）

農家さん
を

招待した
よ

黄ニラやエンダイブ
など地元特産の具材
がいっぱい！

清音アグリキッズスクール
餅つき きねは重たいけ

ど楽しいな

太
く
て
、
長
〜
い
ゴ
ボ
ウ
を

た
く
さ
ん
抜
い
た
よ
！

こ
え
ぶ
く
ろ
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
大
勢
の

方
が
犠
牲
に
な
ら
れ
、
今
も
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
で
も
早
く
平
穏
な
生
活
が
戻
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
で
き

る
こ
と
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
建
物
共
済
で
気
が
か
り
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
近
く
の
支
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

　　
令
和
５
年
度
１
月
期
理
事
会
を
１
月
30
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
５
年
度
９

月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書

／
第
２
号
議
案
：
理
事
会
規
程
の一
部
変
更
／

第
３
号
議
案
：
理
事
に
対
す
る
貸
付
／
第
４

号
議
案
：
組
合
と
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引

／
第
５
号
議
案
：
新
紙
幣
発
行
に
伴
う
給
油

所
精
算
機
の
更
新
／
第
６
号
議
案
：
居
所
不

明
組
合
員
の
脱
退
／
第
７
号
議
案
：
出
資
口

数
の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】不
良
債
権
処
理
対
策
委
員
会

報
告
／
令
和
５
年
度
12
月
末
事
業
実
績
／
リ

ス
ク
管
理
委
員
会
報
告（
相
談
・
苦
情
、
事

務
ミ
ス
等
、
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
・
管

理
先
対
応
状
況
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出<

令
和
５
年
度
第
３
四
半
期>

不
祥
事
再
発
防

止
策
に
か
か
る
12
月
の
取
り
組
み
）／
Ａ
Ｌ
Ｍ

委
員
会
報
告
／
そ
の
他（
①
最
近
の
農
業
・

農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
②【
倉
敷
か
さ
や
統
括

本
部
】旧
Ａ
コ
ー
プ
矢
掛
店
解
体
跡
地
の
売
却

結
果
③【
び
ほ
く
統
括
本
部
】コ
ス
モ
ス
の
里

入
札
結
果
④【
津
山
統
括
本
部
】旧
鏡
野
支

店
売
却
結
果
⑤【
津
山
統
括
本
部
】鏡
野
種

子
セ
ン
タ
ー
種
子
調
整
施
設
の
移
設
更
新
工

事
入
札
結
果
⑥
家
の
光
・
く
ら
し
の
運
動
状

況
報
告
）

　
事
例
　
止
め
て
い
た
ト
ラ
ク
タ
ー
が
自
然

に
バ
ッ
ク
し
て
き
て
回
転
し
て
い
た
ロ
ー
タ
リ

ー
に
下
半
身
を
巻
き
込
ま
れ
た
。

対
策
　
事
例
で
は
、
平
坦
だ
と
思
っ
て
い
た

道
路
が
実
は
中
央
か
ら
路
肩
に
か
け
て
約
１

度
の
傾
斜
が
あ
っ
た
た
め
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
見
た
目
が
平
坦
で
も
わ
ず
か
な
傾
斜
で

動
き
出
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
心
に
刻
み
、

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
離
れ
る
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
し
、
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
大
型
直
売
所
の
オ
ー
プ
ン（
２
０
２
４
年
４

月
予
定
）に
向
け
、
現
在
の
山
手
直
売
所「
ふ

れ
あ
い
の
里
」（
総
社
市
岡
谷
23
）の
出
荷
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
出
荷
条
件
】

•
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
で
あ
り
、
自
ら
が
栽
培
・

加
工
し
た
物
を
直
接
店
舗
に
持
ち
込
み
で

き
る
方
。（
米
は
対
象
外
）

•
同
一
世
帯
で
栽
培
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

•
出
荷
規
約
・
要
領
な
ど
を
遵
守
し
て
く
だ

さ
る
方
。

•
木
工
品
・
手
芸
品
・
メ
ダ
カ
・
カ
ブ
ト
ム

シ
な
ど
対
象
外
と
な
る
品
目
も
あ
り
ま
す
。

•
ご
入
会
時
に
年
会
費（
１
０
０
０
円
）を
い

た
だ
き
ま
す
。

•
周
年
を
通
じ
て
出
荷
で
き
、
珍
し
い
品
目

を
生
産
い
た
だ
け
る
方
は
大
歓
迎
で
す
。

　（
※
現
在
冬
期
の
出
荷
物
が
大
変
不
足
気

味
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
手
直
売
所
０
８
６
６
-９
３
-２
３
３
８（
８

時
30
分
〜
16
時
30
分
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
対
応
の
ス
マ
ホ
が

あ
れ
ばｅ
-Ｔａｘ
を
利
用
し
て
申
告
書
が

提
出
で
き
る
！

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

連
携
で
便
利
に
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
経
由
で
、
確
定
申
告
書
の
該
当
項
目

へ
自
動
入
力
し
ま
す
。詳
し
く
は
国
税
庁
の「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
特
設
ペ
ー
ジ
」を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
納
付
は
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
が
便
利
！

◎
振
替
納
税
◎
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
◎
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
◎
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
◎
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
で
で
き
ま
す
。

■
申
告
と
納
税
の
期
限

　
特
殊
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

電
話
は
か
か
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
?
1
つ
で
も

当
て
は
ま
っ
た
ら
詐
欺
で
す
！
す
ぐ
に
電
話

を
切
っ
て
家
族
や
身
近
な
人
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

特
殊
詐
欺
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

□
暗
証
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い

□
カ
ー
ド
・
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
ま
す

□
お
金
が
戻
っ
て
き
ま
す

□
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
換
が
必
要
で
す

□
指
示
に
従
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
く
だ
さ
い

　（
判
断
を
急
が
せ
る
よ
う
な
も
の
）

□
銀
行
協
会
・
警
察
が
ご
自
宅
に
向
か
い
ま
す

日本農業新聞は営農と生活に役立つ情報が盛りだくさん！！購読はお近くのＪＡ窓口へ！

能
登
半
島
地
震
１
日
も
早
い
復
興
へ

被
災
地
に
寄
り
添
い
支
援

理
事
会
だ
よ
り

給
油
所
精
算
機
の
更
新
ほ
か

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
手
直
売
所
の
会
員
募
集

大
型
直
売
所
オ
ー
プ
ン
に
向
け

詐
欺
を
防
ご
う
！

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認

和牛子牛セリ市況

成　績

※総平均価格は7月以来、４期ぶりに５０万円を上回った。

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

705,100円
884,400円
884,400円

437,492円
561,989円
504,039円

289㎏
308㎏
299㎏

最高価格 平均価格
181
201
382

1月26日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

辞令を受け取る新入職員

経済担当常務理事　植木 康雄 

若手が活躍できる農業を

おじゃましますおじゃまします
役員
が

防
ご
う
農
作
業
事
故

ト
ラ
ク
タ
ー
こ
こ
に
注
意
！

STOP
農作業事故

　
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
で
１
月
下
旬
、
中
四
国

に
あ
る
全
農
県
本
部
５
県（
岡
山
・
広
島
・
鳥
取
・
徳
島
・

愛
媛
）合
同
の〝
み
の
り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ「
中
四
国
の
実

り
」〞が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
県
が
持
ち
寄
っ
た
旬
の
イ

チ
ゴ（
岡
山
県
は「
晴
苺
®」）の
ほ
か
、特
徴
的
な
野
菜（
岡

山
県
は
黄
ニ
ラ
・
エ
ン
ダ
イ
ブ
・
千
両
な
す
・
フ
ル
ー
ツ
パ

プ
リ
カ
）も
多
彩
で
大
盛
況
で
し
た
。
足
を
止
め
る
方
は
、

初
め
て
み
る〝
エ
ン
ダ
イ
ブ
〞に
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
多

く
、
認
知
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
引
き
続
き
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど
と
連
携
し
た
フ
ェ
ア
を

計
画
し
て
い
き
ま
す
。

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

　和牛農家は、子牛
を産ませて出荷する繁
殖農家と、子牛を肉
牛に育てる肥育農家
に分けられます。今回
は新庄村で繁殖農家
を営む平元亨樹さん
（３８）を訪ねました。
　義父の跡を継ぎ、林業との兼業で就農して３年目。１頭に
まで減っていた繁殖牛を９頭まで増やしており、子牛市で最
高価格賞を目指したいという熱意がうかがえました。
　真庭地域は古くから繁殖経営が盛んでしたが、一時期、
後継者不足などにより飼育頭数が減少しました。その後、酪
農からの転換や受精卵移植の普及などにより、近年担い手
や若手が就農し、若返りが図られています。頑張っている姿
を見て、ＪＡとしてもしっかりした支援が必要だと感じました。
　飼料の高騰に枝肉や子牛価格の低迷が続くなど、大変
厳しい生産環境となっています。行政への支援要請や優良
牛の育成指導、肉の消費拡大にむけたＰＲなどの取り組み
にも力を入れ、生産を支えていきたいと思います。

自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は
持続可能な

開発目標（SDGs）を
支援しています。

中四国合同マルシェでＰＲ
特産品の認知拡大へ

繁殖農家の平元さんと植木常務（右）

全
農
岡
山
県
本
部

大
阪
事
務
所

　所
長

豊
田
　
晃
大

多彩な県産野菜や「晴苺」が目
を引く売り場

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
15
日（
金
）ま
で

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日（
月
）ま
で

事
業
税
・
住
民
税
の
申
告

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
15
日（
金
）ま
で

まずはページを開いてみませんか
　どのページも笑顔がたくさん載ってます

3
月
号

3月号の見どころ
特集１：いつも話を聞いてもらえる人の会話術
特集２：新手間なし掃除
ほか、料理・手芸・家庭菜園など生活の役に立つ記事が満載です。

勝央アグリセンター

春名 早苗

私の好きなコーナー

◎わが子に贈る創作童話、家
の光童話賞がわたしの好き
なページの１つです。
ほのぼのとした絵がとても目を
ひき、孫たちと楽しく読んで
います。
活字ばなれの今、短くて読
みやすいところがいいですね。

「家の光」には生活に役立つ記事が満載!
JA生活指導員がその魅力を紹介します！

愛読しています

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

家の光3月号はＪＡ支店窓口にて購読の申込を受付中！！

ご契約中の建物保障のご確認を！

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」
を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）および「ご
契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

資材登録番号：【23331000305】

※１地震等を原因とする火災による損害については、火災保険・共済にセットされている地
震火災費用などの一部の保険金・共済金をお受け取りいただける場合があります。

※2「内閣府防災情報」よりJA晴れの国岡山調べ

ＪＡの建物更生共済「むてきプラス」なら、火災だけでなく、地震
や地震火災による被害、自然災害による被害に対する保障も
自動でセットされています。この機会にぜひご検討ください。

一般的な火災保険・火災共済では、
地震によって発生した火災 による

建物等の被害は補償されません。※1

能登半島地震では地震が原因で広範囲の火災が
発生しましたが、地震火災によって建物が焼失し
た場合、補償が受けられない可能性があるためご
注意ください。※1

災害時に被災後の生活立て直しのために必要な資金（生活
防衛資金）の目安は、生活費の６ヶ月～１年分※2と言われ
ています。ただし、これはあくまでも避難生活をしている
間の生活費を補える金額の目安です。今後の大規模地震
を想定すると、貯蓄での備えは勿論、地震保険（共済）の
備えの検討もお薦めします。

こ
う
だ
い

と
よ
だ

ひらもと なおき

は
れ
い
ち
ご

うえき やすお

はるな さなえ
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
大
勢
の

方
が
犠
牲
に
な
ら
れ
、
今
も
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
で
も
早
く
平
穏
な
生
活
が
戻
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
で
き

る
こ
と
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
建
物
共
済
で
気
が
か
り
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
近
く
の
支
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

　　
令
和
５
年
度
１
月
期
理
事
会
を
１
月
30
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
５
年
度
９

月
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書

／
第
２
号
議
案
：
理
事
会
規
程
の一
部
変
更
／

第
３
号
議
案
：
理
事
に
対
す
る
貸
付
／
第
４

号
議
案
：
組
合
と
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引

／
第
５
号
議
案
：
新
紙
幣
発
行
に
伴
う
給
油

所
精
算
機
の
更
新
／
第
６
号
議
案
：
居
所
不

明
組
合
員
の
脱
退
／
第
７
号
議
案
：
出
資
口

数
の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】不
良
債
権
処
理
対
策
委
員
会

報
告
／
令
和
５
年
度
12
月
末
事
業
実
績
／
リ

ス
ク
管
理
委
員
会
報
告（
相
談
・
苦
情
、
事

務
ミ
ス
等
、
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
・
管

理
先
対
応
状
況
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出<

令
和
５
年
度
第
３
四
半
期>

不
祥
事
再
発
防

止
策
に
か
か
る
12
月
の
取
り
組
み
）／
Ａ
Ｌ
Ｍ

委
員
会
報
告
／
そ
の
他（
①
最
近
の
農
業
・

農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
②【
倉
敷
か
さ
や
統
括

本
部
】旧
Ａ
コ
ー
プ
矢
掛
店
解
体
跡
地
の
売
却

結
果
③【
び
ほ
く
統
括
本
部
】コ
ス
モ
ス
の
里

入
札
結
果
④【
津
山
統
括
本
部
】旧
鏡
野
支

店
売
却
結
果
⑤【
津
山
統
括
本
部
】鏡
野
種

子
セ
ン
タ
ー
種
子
調
整
施
設
の
移
設
更
新
工

事
入
札
結
果
⑥
家
の
光
・
く
ら
し
の
運
動
状

況
報
告
）

　
事
例
　
止
め
て
い
た
ト
ラ
ク
タ
ー
が
自
然

に
バ
ッ
ク
し
て
き
て
回
転
し
て
い
た
ロ
ー
タ
リ

ー
に
下
半
身
を
巻
き
込
ま
れ
た
。

対
策
　
事
例
で
は
、
平
坦
だ
と
思
っ
て
い
た

道
路
が
実
は
中
央
か
ら
路
肩
に
か
け
て
約
１

度
の
傾
斜
が
あ
っ
た
た
め
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
見
た
目
が
平
坦
で
も
わ
ず
か
な
傾
斜
で

動
き
出
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
心
に
刻
み
、

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
離
れ
る
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
し
、
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
大
型
直
売
所
の
オ
ー
プ
ン（
２
０
２
４
年
４

月
予
定
）に
向
け
、
現
在
の
山
手
直
売
所「
ふ

れ
あ
い
の
里
」（
総
社
市
岡
谷
23
）の
出
荷
会
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
出
荷
条
件
】

•
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
で
あ
り
、
自
ら
が
栽
培
・

加
工
し
た
物
を
直
接
店
舗
に
持
ち
込
み
で

き
る
方
。（
米
は
対
象
外
）

•
同
一
世
帯
で
栽
培
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

•
出
荷
規
約
・
要
領
な
ど
を
遵
守
し
て
く
だ

さ
る
方
。

•
木
工
品
・
手
芸
品
・
メ
ダ
カ
・
カ
ブ
ト
ム

シ
な
ど
対
象
外
と
な
る
品
目
も
あ
り
ま
す
。

•
ご
入
会
時
に
年
会
費（
１
０
０
０
円
）を
い

た
だ
き
ま
す
。

•
周
年
を
通
じ
て
出
荷
で
き
、
珍
し
い
品
目

を
生
産
い
た
だ
け
る
方
は
大
歓
迎
で
す
。

　（
※
現
在
冬
期
の
出
荷
物
が
大
変
不
足
気

味
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
手
直
売
所
０
８
６
６
-９
３
-２
３
３
８（
８

時
30
分
〜
16
時
30
分
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
対
応
の
ス
マ
ホ
が

あ
れ
ばｅ
-Ｔａｘ
を
利
用
し
て
申
告
書
が

提
出
で
き
る
！

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

連
携
で
便
利
に
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
経
由
で
、
確
定
申
告
書
の
該
当
項
目

へ
自
動
入
力
し
ま
す
。詳
し
く
は
国
税
庁
の「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
特
設
ペ
ー
ジ
」を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
納
付
は
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
が
便
利
！

◎
振
替
納
税
◎
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
◎
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
◎
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
◎
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
で
で
き
ま
す
。

■
申
告
と
納
税
の
期
限

　
特
殊
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

電
話
は
か
か
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
?
1
つ
で
も

当
て
は
ま
っ
た
ら
詐
欺
で
す
！
す
ぐ
に
電
話

を
切
っ
て
家
族
や
身
近
な
人
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

特
殊
詐
欺
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

□
暗
証
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い

□
カ
ー
ド
・
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
ま
す

□
お
金
が
戻
っ
て
き
ま
す

□
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
換
が
必
要
で
す

□
指
示
に
従
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
く
だ
さ
い

　（
判
断
を
急
が
せ
る
よ
う
な
も
の
）

□
銀
行
協
会
・
警
察
が
ご
自
宅
に
向
か
い
ま
す

日本農業新聞は営農と生活に役立つ情報が盛りだくさん！！購読はお近くのＪＡ窓口へ！

能
登
半
島
地
震
１
日
も
早
い
復
興
へ

被
災
地
に
寄
り
添
い
支
援

理
事
会
だ
よ
り

給
油
所
精
算
機
の
更
新
ほ
か

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
手
直
売
所
の
会
員
募
集

大
型
直
売
所
オ
ー
プ
ン
に
向
け

詐
欺
を
防
ご
う
！

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認

和牛子牛セリ市況

成　績

※総平均価格は7月以来、４期ぶりに５０万円を上回った。

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

705,100円
884,400円
884,400円

437,492円
561,989円
504,039円

289㎏
308㎏
299㎏

最高価格 平均価格
181
201
382

1月26日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

辞令を受け取る新入職員

経済担当常務理事　植木 康雄 

若手が活躍できる農業を

おじゃましますおじゃまします
役員
が

防
ご
う
農
作
業
事
故

ト
ラ
ク
タ
ー
こ
こ
に
注
意
！

STOP
農作業事故

　
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
で
１
月
下
旬
、
中
四
国

に
あ
る
全
農
県
本
部
５
県（
岡
山
・
広
島
・
鳥
取
・
徳
島
・

愛
媛
）合
同
の〝
み
の
り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ「
中
四
国
の
実

り
」〞が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
県
が
持
ち
寄
っ
た
旬
の
イ

チ
ゴ（
岡
山
県
は「
晴
苺
®」）の
ほ
か
、特
徴
的
な
野
菜（
岡

山
県
は
黄
ニ
ラ
・
エ
ン
ダ
イ
ブ
・
千
両
な
す
・
フ
ル
ー
ツ
パ

プ
リ
カ
）も
多
彩
で
大
盛
況
で
し
た
。
足
を
止
め
る
方
は
、

初
め
て
み
る〝
エ
ン
ダ
イ
ブ
〞に
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
多

く
、
認
知
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
引
き
続
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日
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な
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す
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は新庄村で繁殖農家
を営む平元亨樹さん
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　飼料の高騰に枝肉や子牛価格の低迷が続くなど、大変
厳しい生産環境となっています。行政への支援要請や優良
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私の好きなコーナー

◎わが子に贈る創作童話、家
の光童話賞がわたしの好き
なページの１つです。
ほのぼのとした絵がとても目を
ひき、孫たちと楽しく読んで
います。
活字ばなれの今、短くて読
みやすいところがいいですね。

「家の光」には生活に役立つ記事が満載!
JA生活指導員がその魅力を紹介します！

愛読しています

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

家の光3月号はＪＡ支店窓口にて購読の申込を受付中！！

ご契約中の建物保障のご確認を！

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」
を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）および「ご
契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

資材登録番号：【23331000305】

※１地震等を原因とする火災による損害については、火災保険・共済にセットされている地
震火災費用などの一部の保険金・共済金をお受け取りいただける場合があります。

※2「内閣府防災情報」よりJA晴れの国岡山調べ

ＪＡの建物更生共済「むてきプラス」なら、火災だけでなく、地震
や地震火災による被害、自然災害による被害に対する保障も
自動でセットされています。この機会にぜひご検討ください。

一般的な火災保険・火災共済では、
地震によって発生した火災 による

建物等の被害は補償されません。※1

能登半島地震では地震が原因で広範囲の火災が
発生しましたが、地震火災によって建物が焼失し
た場合、補償が受けられない可能性があるためご
注意ください。※1

災害時に被災後の生活立て直しのために必要な資金（生活
防衛資金）の目安は、生活費の６ヶ月～１年分※2と言われ
ています。ただし、これはあくまでも避難生活をしている
間の生活費を補える金額の目安です。今後の大規模地震
を想定すると、貯蓄での備えは勿論、地震保険（共済）の
備えの検討もお薦めします。

こ
う
だ
い

と
よ
だ

ひらもと なおき

は
れ
い
ち
ご

うえき やすお

はるな さなえ
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▼
我
が
家
は
米
農
家
で
す
。
作
業
は
大

変
で
す
が
、「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

の
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
１
つ
１
つ
見
て
、

子
ど
も
た
ち
の
米
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。「
今
年
も
頑
張
ろ
う
！
」と

元
気
が
出
ま
し
た
。

笠
岡
市
・
ひ
と
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
彼
岸
な
ど
で
墓
を
参
る
際
、
シ
キ
ミ

を
持
参
す
る
の
で
す
が
、
収
穫
ま
で
時

間
が
か
か
る
こ
と
や
強
い
毒
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
初
め
て
知
る
情
報
が
多
か
っ

た
で
す
。
先
月
号
は
深
い
内
容
が
多
く
、

タ
メ
に
な
り
ま
し
た
。

倉
敷
市
・
守
屋 

昌
慶
さ
ん（
30
代
）

▼
1
月
25
日
に
初
め
て
積
雪
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
の
同
じ
日
も
50
㌢
の
積
雪

が
あ
り
、
雪
か
き
が
大
変
だ
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
幸
い
今
回
は
必
要
が

な
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

美
作
市
・
山
本 

直
樹
さ
ん（
70
代
）

▼
町
の
人
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
と
と
も

に
、
地
元
の
農
産
物
や
小
学
校
で
行
っ

た
行
事
、
知
ら
な
か
っ
た
地
元
の
事
も

知
れ
て
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
次

号
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
M
さ
ん（
40
代
）

▼
先
月
号「
晴
れ
の
ご
は
ん
、
い
た
だ
き

ま
す
」の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
チ
ヂ
ミ
を

さ
っ
そ
く
作
り
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
連
島
れ
ん
こ
ん
の
チ
ー
ズ
フ
リ
ッ

ト
」も
お
い
し
そ
う
な
の
で
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
我
が
家
の
定
番

メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
そ
う
で
す
。

新
見
市
・
髙
瀬 

克
枝
さ
ん（
60
代
）

▼
レ
シ
ピ
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

季
節
の
野
菜
が
使
わ
れ
て
い
て
、
夕
食

に
1
品
プ
ラ
ス
で
き
ま
す
。

早
島
町
・
清
水 
美
和
子
さ
ん（
50
代
）

▼
畑
で
育
ち
す
ぎ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
が
あ

り
、
ゴ
マ
和
え
ば
か
り
で
は
・・・
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
先
月
号
の「
晴
れ
の
ご

は
ん
、
い
た
だ
き
ま
す
」の
チ
ヂ
ミ
の
レ

シ
ピ
を
参
考
に
さ
っ
そ
く
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

勝
央
町
・
光
石 

ま
り
子
さ
ん（
70
代
）

▼「
晴
れ
び
と
！
」を
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
野
菜
は
こ
の
地
域
で

作
ら
れ
て
い
る
ん
だ
！
と
新
し
い
発
見

が
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
あ
る
と
つ
い

つ
い
見
て
し
ま
い
ま
す
。

先
月
号
の
シ
キ
ミ
は
、
県
内
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
と
は
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
需
要
が
限
ら
れ
た
作
物
で
、
経
営

は
大
変
な
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た

栽
培
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

倉
敷
市
・
オ
リ
ー
ブ
さ
ん（
40
代
）

▼
先
月
号
の
特
集「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ

た
し
」コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
見
て
、
ほ

ほ
え
ま
し
く
元
気
を
も
ら
え
ま
し
た
。

同
時
に
、
現
在
40
代
の
子
ど
も
が
小
学

生
の
頃
に
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
文
部
門

で
入
賞
し
、
一
緒
に
喜
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続

け
て
ほ
し
い
で
す
。

井
原
市
・
土
田 

道
子
さ
ん（
60
代
）

▼
年
末
に
、
初
め
て「
新
見
産
ひ
め
の
も

ち
」で
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
ご
近
所
さ
ん

か
ら「
ひ
め
の
も
ち
は
お
い
し
い
よ
」と

聞
い
て
買
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
想
像
し

て
い
た
以
上
に
、
よ
く
伸
び
て
、
な
め

ら
か
で
、
お
米
の
甘
み
が
感
じ
ら
れ
て
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
先
月
号
掲

載
の
栽
培
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
記
事

は
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
話
で

す
。
生
産
者
の
み
な
さ
ん
、
し
っ
か
り
食

べ
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
社
市
・
に
こ
に
こ
さ
ん（
50
代
）

▼
よ
う
こ
そ
哲
多
町
へ
！！
先
月
号
の「
新

し
い
チ
カ
ラ
」で
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
方
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。「
住

み
た
い
国
の
１
つ
日
本
」は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
私
も
哲
多
町
の
住
民
で
す

の
で
い
つ
か
ど
こ
か
で
お
目
に
か
か
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

新
見
市
・
し
ず
こ
さ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
の「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」、
加
茂
町

の
景
色
は
、
弧
を
描
く
カ
ー
ブ
に
奥
行

き
の
あ
る
遠
近
感
が
と
て
も
美
し
く
印

象
に
残
り
ま
し
た
！
今
後
も
素
敵
な
情

報
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

津
山
市
・
ス
マ
ホ
っ
首
さ
ん（
50
代
）

▼
先
月
号「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」の
加
茂
町
の

写
真
を
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
小
学

５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
父
の
仕

事
の
都
合
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。「
今
か

ら
60
年
前
の
友
だ
ち
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
な
ぁ
」と
友
だ
ち
の
顔
を
思
い
出
し

ま
し
た
。真

庭
市
・
辻 

保
子
さ
ん（
70
代
）

ア
ロ
エ
に
花
が
咲
き
ま
し
た
！！

奈
義
町
・
浅
野 

久
仁
子
さ
ん（
70
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

3月下旬から4月上旬までの学校の休暇
イエスの反対語
俳句や和歌で規定より音数が多い
もののこと
いいかげんなことはしません
海に潜って貝などを採ります
どこからか梅の花の―が漂ってきた
卒業生が校長から卒業―を授与
された
捕手とバッテリーを組みます
原稿―、投票―
雨宿りのときに借ります
姫路や彦根、松本のものが有名

1
2
3

4
6
9
10

11
13
14
16

歌のうまさを競うイベント
釣りで使う擬餌針のこと
舌で感じ取るもの
日本一高いものは3,776mあります
「峠の―」は群馬県・JR横川駅の名物駅弁です
人や車が行き来する道のこと
このような役を演じられるとは役者―
に尽きます
ものを記憶する器官
ホルスタイン、ジャージーといえば
寄せ書きに使ったりサインをもらったり
ホワイトデーに贈ることもある、ふわふわ
とやわらかいお菓子

2
5
7
8
9
11
12

14
15
16
17

ヨコのカギ タテのカギ

地域
の良さ再発見!!

正解者の中から抽選で
12人の方に
｢つやま和牛ロース薄切り｣
プレゼント！！ ※写真はイメージです●郵便番号・住所

●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２４年3月11日（月）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

クロスワードパズル
先月号の答え

「シユプール」
応募総数
933件

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

岡
山
市
　山
谷 

睦
子
さ
ん

新見市　串馬 敬子さん

　「
食
と
農
」で
つ
な
が
る
笑
顔
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
？
♪

　
当
Ｊ
Ａ
の
食
材
が一
堂
に
集
結
す
る
場
で
あ
る
大
型
直
売
所「
旬
感

広
場
」（
総
社
市
岡
谷
）が
い
よ
い
よ
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で

す
！
名
称
を
覚
え
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。「
旬
感
広
場
」に

は
地
元
農
畜
産
物
は
も
と
よ
り
、
県
内
各
地
か
ら
旬
の
農
畜
産
物
や
地
域
特
産

品
を
生
産
者
か
ら
直
接
ま
た
は
、
直
行
便
を
通
じ
て
取
り
揃
え
て
、
皆
さ
ま
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
べ
く
、
い
つ
来
店
さ

れ
て
も「
新
た
な
食
と
農
の
出
会
い
」が
あ
り
、
誰
も
が
笑
顔
で
集

い
寄
り
添
え
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
出
荷
し
て
い
た

だ
け
る
方
も
随
時
募
集
中
で
す（
詳
細
は
P
20
）。
オ
ー

プ
ン
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。（
別
所
）

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

応募フォーム・FAX
での応募もOK!!

ＪＡ共済加入のみなさまへ

各種手続きや契約内容の確認などがWebでできます

詳しくはこちらをご覧ください

Ｗｅｂマイページがお届けします！！
もっと安心を、もっと便利を、もっとおトクを

今なら抽選
で

豪華賞品が当
たる

キャンペーン
実施中！

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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▼
我
が
家
は
米
農
家
で
す
。
作
業
は
大

変
で
す
が
、「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

の
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
１
つ
１
つ
見
て
、

子
ど
も
た
ち
の
米
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。「
今
年
も
頑
張
ろ
う
！
」と

元
気
が
出
ま
し
た
。

笠
岡
市
・
ひ
と
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
彼
岸
な
ど
で
墓
を
参
る
際
、
シ
キ
ミ

を
持
参
す
る
の
で
す
が
、
収
穫
ま
で
時

間
が
か
か
る
こ
と
や
強
い
毒
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
初
め
て
知
る
情
報
が
多
か
っ

た
で
す
。
先
月
号
は
深
い
内
容
が
多
く
、

タ
メ
に
な
り
ま
し
た
。

倉
敷
市
・
守
屋 

昌
慶
さ
ん（
30
代
）

▼
1
月
25
日
に
初
め
て
積
雪
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
の
同
じ
日
も
50
㌢
の
積
雪

が
あ
り
、
雪
か
き
が
大
変
だ
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
幸
い
今
回
は
必
要
が

な
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

美
作
市
・
山
本 

直
樹
さ
ん（
70
代
）

▼
町
の
人
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
と
と
も

に
、
地
元
の
農
産
物
や
小
学
校
で
行
っ

た
行
事
、
知
ら
な
か
っ
た
地
元
の
事
も

知
れ
て
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
次

号
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

倉
敷
市
・
M
さ
ん（
40
代
）

▼
先
月
号「
晴
れ
の
ご
は
ん
、
い
た
だ
き

ま
す
」の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
チ
ヂ
ミ
を

さ
っ
そ
く
作
り
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
連
島
れ
ん
こ
ん
の
チ
ー
ズ
フ
リ
ッ

ト
」も
お
い
し
そ
う
な
の
で
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
我
が
家
の
定
番

メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
そ
う
で
す
。

新
見
市
・
髙
瀬 

克
枝
さ
ん（
60
代
）

▼
レ
シ
ピ
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

季
節
の
野
菜
が
使
わ
れ
て
い
て
、
夕
食

に
1
品
プ
ラ
ス
で
き
ま
す
。

早
島
町
・
清
水 

美
和
子
さ
ん（
50
代
）

▼
畑
で
育
ち
す
ぎ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
が
あ

り
、
ゴ
マ
和
え
ば
か
り
で
は
・・・
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
先
月
号
の「
晴
れ
の
ご

は
ん
、
い
た
だ
き
ま
す
」の
チ
ヂ
ミ
の
レ

シ
ピ
を
参
考
に
さ
っ
そ
く
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

勝
央
町
・
光
石 

ま
り
子
さ
ん（
70
代
）

▼「
晴
れ
び
と
！
」を
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
野
菜
は
こ
の
地
域
で

作
ら
れ
て
い
る
ん
だ
！
と
新
し
い
発
見

が
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
あ
る
と
つ
い

つ
い
見
て
し
ま
い
ま
す
。

先
月
号
の
シ
キ
ミ
は
、
県
内
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
と
は
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
需
要
が
限
ら
れ
た
作
物
で
、
経
営

は
大
変
な
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た

栽
培
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

倉
敷
市
・
オ
リ
ー
ブ
さ
ん（
40
代
）

▼
先
月
号
の
特
集「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ

た
し
」コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
見
て
、
ほ

ほ
え
ま
し
く
元
気
を
も
ら
え
ま
し
た
。

同
時
に
、
現
在
40
代
の
子
ど
も
が
小
学

生
の
頃
に
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
文
部
門

で
入
賞
し
、
一
緒
に
喜
ん
だ
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続

け
て
ほ
し
い
で
す
。

井
原
市
・
土
田 

道
子
さ
ん（
60
代
）

▼
年
末
に
、
初
め
て「
新
見
産
ひ
め
の
も

ち
」で
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
ご
近
所
さ
ん

か
ら「
ひ
め
の
も
ち
は
お
い
し
い
よ
」と

聞
い
て
買
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
想
像
し

て
い
た
以
上
に
、
よ
く
伸
び
て
、
な
め

ら
か
で
、
お
米
の
甘
み
が
感
じ
ら
れ
て
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
先
月
号
掲

載
の
栽
培
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
記
事

は
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
話
で

す
。
生
産
者
の
み
な
さ
ん
、
し
っ
か
り
食

べ
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
社
市
・
に
こ
に
こ
さ
ん（
50
代
）

▼
よ
う
こ
そ
哲
多
町
へ
！！
先
月
号
の「
新

し
い
チ
カ
ラ
」で
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
方
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。「
住

み
た
い
国
の
１
つ
日
本
」は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
私
も
哲
多
町
の
住
民
で
す

の
で
い
つ
か
ど
こ
か
で
お
目
に
か
か
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね

新
見
市
・
し
ず
こ
さ
ん（
70
代
）

▼
先
月
号
の「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」、
加
茂
町

の
景
色
は
、
弧
を
描
く
カ
ー
ブ
に
奥
行

き
の
あ
る
遠
近
感
が
と
て
も
美
し
く
印

象
に
残
り
ま
し
た
！
今
後
も
素
敵
な
情

報
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

津
山
市
・
ス
マ
ホ
っ
首
さ
ん（
50
代
）

▼
先
月
号「
ソ
ラ
サ
ン
ぽ
」の
加
茂
町
の

写
真
を
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
小
学

５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
父
の
仕

事
の
都
合
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。「
今
か

ら
60
年
前
の
友
だ
ち
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
な
ぁ
」と
友
だ
ち
の
顔
を
思
い
出
し

ま
し
た
。真

庭
市
・
辻 

保
子
さ
ん（
70
代
）

ア
ロ
エ
に
花
が
咲
き
ま
し
た
！！

奈
義
町
・
浅
野 

久
仁
子
さ
ん（
70
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

3月下旬から4月上旬までの学校の休暇
イエスの反対語
俳句や和歌で規定より音数が多い
もののこと
いいかげんなことはしません
海に潜って貝などを採ります
どこからか梅の花の―が漂ってきた
卒業生が校長から卒業―を授与
された
捕手とバッテリーを組みます
原稿―、投票―
雨宿りのときに借ります
姫路や彦根、松本のものが有名

1
2
3

4
6
9
10

11
13
14
16

歌のうまさを競うイベント
釣りで使う擬餌針のこと
舌で感じ取るもの
日本一高いものは3,776mあります
「峠の―」は群馬県・JR横川駅の名物駅弁です
人や車が行き来する道のこと
このような役を演じられるとは役者―
に尽きます
ものを記憶する器官
ホルスタイン、ジャージーといえば
寄せ書きに使ったりサインをもらったり
ホワイトデーに贈ることもある、ふわふわ
とやわらかいお菓子

2
5
7
8
9
11
12

14
15
16
17

ヨコのカギ タテのカギ

地域
の良さ再発見!!

正解者の中から抽選で
12人の方に
｢つやま和牛ロース薄切り｣
プレゼント！！ ※写真はイメージです●郵便番号・住所

●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場
合がございますがご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの
掲載や当選賞品発送、JA事業運営以外では使用い
たしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触
れる可能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、
ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で
掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２４年3月11日（月）必着

あとがき

応募フォームURL：
　https://www.ja-hareoka.or.jp/form/harebare_present/ 
FAX：086－476－1840

ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに、必要事
項をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

スマートフォンから簡単

応募フォームはこちら

クロスワードパズル
先月号の答え

「シユプール」
応募総数
933件

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

岡
山
市
　山
谷 

睦
子
さ
ん

新見市　串馬 敬子さん

　「
食
と
農
」で
つ
な
が
る
笑
顔
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
？
♪

　
当
Ｊ
Ａ
の
食
材
が一
堂
に
集
結
す
る
場
で
あ
る
大
型
直
売
所「
旬
感

広
場
」（
総
社
市
岡
谷
）が
い
よ
い
よ
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で

す
！
名
称
を
覚
え
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。「
旬
感
広
場
」に

は
地
元
農
畜
産
物
は
も
と
よ
り
、
県
内
各
地
か
ら
旬
の
農
畜
産
物
や
地
域
特
産

品
を
生
産
者
か
ら
直
接
ま
た
は
、
直
行
便
を
通
じ
て
取
り
揃
え
て
、
皆
さ
ま
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
べ
く
、
い
つ
来
店
さ

れ
て
も「
新
た
な
食
と
農
の
出
会
い
」が
あ
り
、
誰
も
が
笑
顔
で
集

い
寄
り
添
え
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
出
荷
し
て
い
た

だ
け
る
方
も
随
時
募
集
中
で
す（
詳
細
は
P
20
）。
オ
ー

プ
ン
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。（
別
所
）

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

応募フォーム・FAX
での応募もOK!!

ＪＡ共済加入のみなさまへ

各種手続きや契約内容の確認などがWebでできます

詳しくはこちらをご覧ください

Ｗｅｂマイページがお届けします！！
もっと安心を、もっと便利を、もっとおトクを

今なら抽選
で

豪華賞品が当
たる

キャンペーン
実施中！

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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ホームページ
随時更新中！！

LINEはじめました!!
友だち登録お願いします!

特 集
みんなの願い  交通安全
JA共済 小・中学生書道・交通安全ポスターコンクール

晴
れ
び
と
！

苦
労
を
重
ね〝
満
点
リ
ー
キ
〞

た
く
さ
ん
の
丸
を
届
け
た
い

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌
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